
武
州
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
秋
帆
門
人

ー
既
知
史
料
の
吟
味
と
新
史
料
の
紹
介
に
よ
る
比
較
検
討
|

は
じ
め
に

付

既
存
史
料
に
お
け
る
高
島
門
人
の
記
述

川
『
陸
軍
歴
史
』
所
収
の
史
料
「
徳
丸
原
調
練
業
書
」

ω
大
槻
知
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
」
所
収
の
史
料

「
徳
丸
原
銃
隊
調
練
人
名
」

同
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
」
所
収
の
門
人
史
料
二
件

①
史
料
「
天
保
十
二
年
五
月
九
日
於
武
州
徳
丸
原
西
洋
砲
術
業
書
」

②
史
料
「
高
島
秋
帆
翁
試
砲
子
江
府
図
記
」

凶

「
天
保
雑
記
』
所
収
の
史
料
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」

口

先
行
研
究
に
お
け
る
徳
丸
原
操
練
時
の
高
島
門
人

国

高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
高
島
流
砲
術
」
の
紹
介

(同

高
知
県
立
図
書
館
蔵

「高
島
流
砲
術
」
の
内
容

巨)

武
州
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
特
定

お
わ
り
に

注
記

白
口
一
「
H
U

1
==ロ

-・・四E

信
州
大
学
教
授

坂
本

イ呆
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は
じ
め
に

隣
国
の
清
朝
中
国
に
勃
発
し
た
ア
ヘ
ン
戦
争
(
一
八
四

O
l
一
八
四
二
)
に
よ
っ
て
、
古

代
以
来
、
日
本
の
宗
主
国
で
あ
っ
た
清
朝
中
国
が
英
国
に
大
敗
を
喫
し
た
と
い
う
、
オ
ラ
ン

ダ
定
期
船
が
も
た
ら
し
た
情
報
は
、
日
本
の
多
く
の
為
政
者
や
知
識
人
た
ち
を
震
撚
さ
せ
ず

に
は
お
か
な
か
っ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
西
洋
流
砲
術
の
開
祖
と
さ
れ
る
高
島
秋
帆
(
一
七

九
八
|
一
八
六
六
)
も
、
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
長
崎
町
年
寄
で
あ
っ
た
高
島
は
、
そ
の
時

に
は
、
す
で
に
西
洋
砲
術
を
修
得
し
て
門
人
へ
の
教
授
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
そ
の
彼

が
、
中
国
の
惨
敗
と
そ
の
惨
状
を
日
本
に
と
っ
て
の
一
大
事
と
受
け
止
め
、
「
オ
ラ
ン
ダ
風

説
書
」
を
通
し
て
中
国
の
敗
因
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
、
武
器
の
相
違
|
優
劣
こ

そ
が
東
西
両
国
の
勝
敗
を
決
定
づ
け
た
と
の
認
識
に
至
り
、
日
本
も
西
洋
砲
術
を
採
用
し
て

武
備
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
、
一
八
四
一
年
(
天
保
十
一
)
九
月
、

当
時
の
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
田
口
加
賀
守
を
介
し
て
幕
府
に
上
書
し
た
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ

(
1
)
 

る
高
島
の
上
書
「
洋
砲
採
用
の
建
議
」
で
あ
っ
た
。

長
崎
町
年
寄
・
高
島
秋
帆
の
上
書
を
受
け
取
っ
た
老
中
首
座
の
水
野
忠
邦
(
浜
松
藩
主
)

は
、
高
島
に
対
し
て
、
早
速
、
江
戸
へ
出
府
し
て
西
洋
砲
術
の
操
練
を
披
露
す
る
よ
う
命
じ

た
の
で
あ
る
。
幕
命
を
受
け
た
高
島
は
、
翌
年
の
天
保
十
二
年
(
一
八
四
二
)
正
月
二
十
二

(2) 

日
、
門
人
を
引
き
連
れ
て
長
崎
を
出
立
し
、
二
月
七
日
、
江
戸
に
到
着
し
た
。
高
島
が
江
戸

に
到
着
す
る
や
い
な
や
、
水
野
忠
邦
を
筆
頭
、
に
、
大
名
や
旗
本
た
ち
は
、
次
々
と
家
臣
を
高

島
に
入
門
さ
せ
た
。
幕
府
当
局
は
、
西
洋
砲
術
の
威
力
を
痛
感
す
る
や
、
遂
に
高
島
に
対
し

て
、
幕
府
専
用
の
砲
術
演
習
場
で
あ
る
武
州
徳
丸
原
(
現
、
東
京
都
板
橋
区
高
島
平
)
で
の

西
洋
砲
術
の
操
練
を
命
じ
る
に
至
っ
た
。
な
お
、
江
戸
に
到
着
し
た
高
島
は
、
そ
の
翌
月
に

は
幕
府
の
新
規
召
し
抱
え
と
な
り
、
「
諸
組
与
力
格
仰
せ
付
け
ら
れ
、
そ
の
身
一
代
限
り
七

人
扶
持
増
し
下
さ
れ
、
会
所
調
役
頭
取
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
高
島
は
、
武
州
徳
丸

原
に
お
け
る
西
洋
砲
術
操
練
の
直
前
に
、
一
代
限
り
と
は
い
え
、
町
人
身
分
の
町
年
寄
か
ら

幕
臣
(
諸
組
与
力
格
で
長
崎
会
所
調
役
頭
取
)
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

高
島
一
門
に
よ
る
武
州
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術
操
練
は
、
同
年
五
月
八
日
に
予
行
演
習
が

(
4
)
 

行
わ
れ
、
翌
日
の
五
月
九
日
に
本
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
高
島
一
門
に
よ
る
徳
丸
原
操

練
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
公
的
な
西
洋
砲
術
の
認
知
と
受
容
の
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
た
、

洋
学
史
上
に
お
け
る
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
有

す
る
高
島
操
練
に
関
し
て
は
、
洋
学
史
研
究
に
先
駆
的
な
業
績
を
遺
し
た
佐
藤
昌
介
が
、
次

の
よ
う
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
従
来
の
洋
学
史
研
究
史
上
で
は
本
格
的
な
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

高
島
流
砲
術
は
、
そ
れ
が
幕
末
洋
学
の
端
緒
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
注
目
す
べ
き
歴

史
的
意
義
を
も
つ
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
や
伝
播
状
況
に
つ
い
て
、
本

(
5
)
 

格
的
な
研
究
は
皆
無
に
近
い
。

当
日
の
高
島
一
門
に
よ
る
操
練
記
録
の
い
く
つ
か
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
用
い
た

高
島
操
練
に
関
す
る
記
述
が
、
こ
れ
ま
で
の
洋
学
史
研
究
の
様
々
な
先
行
研
究
の
中
で
な
さ

れ
て
き
て
は
い
る
。
だ
が
、
肝
心
の
史
料
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
ら
諸
史
料
で
は
、
参
加
し
た
門
人
数
や
門
人
名
、
さ
ら
に
は
門
人
名
の
表
記
法
な

ど
の
諸
点
に
関
し
て
、
前
述
の
佐
藤
昌
介
が
下
記
の
ご
と
く
指
摘
し
た
よ
う
に
、
極
め
て
暖

昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。

徳
丸
ヶ
原
の
演
練
に
参
加
し
た
も
の
の
数
は
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
は
、
演
練
を
見
分
し

一
四
頁
)
お
よ
び
演
練
参
加
者
の
名

た
鉄
砲
方
井
上
左
太
夫
の
報
告
書
(
陸
軍
歴
史
、
上
、

簿
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
参
加
者
名
簿
に
載
せ
ら
れ
た
人
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
と
記

入
さ
れ
た
総
数
と
が
一
致
せ
ず
、
氏
名
や
肩
書
き
の
身
分
も
名
簿
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で

(
6
)
 

あ
る
。

こ
の
武
州
徳
丸
原
で
の
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
た
ち
は
、
日
本
で
西
洋
砲
術
を
修
得



し
た
最
初
の
世
代
で
あ
り
、
い
わ
ば
高
島
塾
の
第
一
期
生
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
後
の

西
洋
砲
術
の
全
国
的
な
普
及
拡
大
に
際
し
て
は
、
先
駆
的
な
役
割
を
担
っ
た
人
々
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
以
下
の
本
稿
は
、
既
存
史
料
に
記
さ
れ
た
高
島
門
人
に
関
す
る
記
述
内
容
、
そ

し
て
、
そ
れ
ら
既
存
史
料
を
利
用
し
た
先
行
研
究
の
吟
味
を
行
い
、
そ
の
上
で
新
史
料
と
し

(一)

既
存
史
料
に
お
け
る
高
島
門
人
の
記
述

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
き
た
、
高
島
秋
帆
一
門
に
よ
る
武
州
徳
丸

原
で
の
西
洋
砲
術
調
練
に
関
す
る
史
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
武
州
徳

丸
原
と
は
、
現
在
の
「
東
京
都
板
橋
区
の
中
西
部
に
あ
っ
た
原
野
」
の
幕
府
領
で
、
第
八
代

将
軍
吉
宗
の
と
き
か
ら
幕
府
の
大
砲
調
練
場
と
し
て
使
用
さ
れ
は
じ
め
、
寛
政
四
年
(
一
七

九
二
)
か
ら
は
「
鎌
倉
で
行
わ
れ
て
い
た
大
筒
稽
古
の
内
、
三
百
目
玉
大
筒
稽
古
」
は
、
「
武

州
西
台
徳
丸
原
」
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
五

月
の
高
島
一
門
に
よ
る
洋
式
砲
術
の
調
練
に
よ
っ
て
、
一
躍
、
有
名
に
な
っ
た
土
地
で
あ
る
。

な
お
、
『
国
史
事
典
』
で
は
「
徳
丸
ヶ
原
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
増
補
大
日
本
地
名

辞
書
』
(
富
山
房
、
一
九
七

O
年
)
や
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
(
角
川
書
庖
、
一
九
七
八

年
)
で
は
「
徳
丸
原
」
と
な
っ
て
お
り
、
以
下
に
紹
介
す
る
関
係
資
料
で
も
「
徳
丸
原
」
と

の
記
載
が
多
く
、
本
稿
で
も
、
史
料
の
原
文
以
外
で
は
「
徳
丸
原
」
と
表
記
を
統
一
す
る
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
以
下
の
史
料
の
引
用
に
際
し
て
新
史
料
の
紹
介
以
外

は
、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
、
変
体
仮
名
は
「
ひ
ら
が
な
」
(
「
カ
タ
カ
ナ
」
)
に
換
え
て
表

記
す
る
も
の
と
す
る
。

ω
『
陸
軍
歴
史
」
所
収
の
史
料
「
徳
丸
原
調
練
業
書
」

高
島
秋
帆
一
門
に
よ
る
武
州
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術
調
練
の
記
録
と
し
て
は
、
勝
海
舟
編

(
8
)
 

『
陸
軍
歴
史
」
に
所
収
の
「
徳
丸
原
調
練
業
書
」
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
史
料
で
あ

る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
史
料
に
は
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
個
人
名

が
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
下
記
の
よ
う
に
、
当
日
、
参
加
し
た
門
人
数
が
、
当
日
の
操
練
の

て
高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
山
内
家
資
料
」
を
紹
介
し
、
そ
れ
と
既
存
史
料
や
先
行
研
究
と
の

比
較
考
察
を
試
み
、
も
っ
て
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
を
析
出
し
特
定
す
る
こ
と

を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

演
目
別
に
一
括
し
て
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
史
料
で
あ
る
。

ー一寸

わ
ざ
が
さ

徳
丸
原
調
練
砲
術
業
書

同
年
五
月
九
日
、
武
州
徳
丸
原
に
於
て
西
洋
流
砲
術
業
書

モ
ル
チ
l
ル
筒
に
て
ボ
ン
ベ
ン
玉
仕
掛
打

但
し
八
丁
目
印
小
旗
、
こ
れ
を
建
つ

番
二
番

同
人
伴

二
番
同
筒
に
て
焼
打
玉

四
番
五
番

ホ
l
イ
ツ
ス
ル
筒
に
て
小
形
ボ
ン
ベ
ン
仕
掛
横
打

但
し
、
八
丁
目
印
同
断

六
番
七
番
同
筒
に
て
数
玉

J¥. 
番
馬
上
砲

往
返
二
筋

長
崎
地
役
人

鉄
砲
備
打

高
島
四
郎
太
夫
門
人

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

近
藤

雄
蔵

九
十
七
人



右
下
知

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

野
戦
筒
三
連

但
し
、

一
連
四
人
ず
つ

高
島
四
郎
太
夫
門
人

十
二
人

小
筒
打
方

右
同
断

九
十
九
人

し一一

武
州
西
台
徳
丸
之

ま
た
、
同
じ
く
『
陸
軍
歴
史
』
所
収
の
「
天
保
十
二
年
年
五
月
九
日

原
に
於
て
砲
術
業
書
(
実
演
結
果
報
告
こ
や
見
分
役
を
勤
め
た
幕
府
鉄
砲
方
・
井
上
左
太

夫
の
「
徳
丸
原
火
術
見
分
の
概
況
上
申
」
に
も
、
当
日
の
調
練
に
参
加
し
た
高
島
一
門
の
記

載
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
員
数
も
上
記
の
も
の
と
全
く
同
数
の
九
十
九
人
で
あ
る
。

聞
大
槻
如
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
』
所
収
の
史
料
「
徳
丸
原
銃
隊
調
練
人
名
」

お
お
っ
さ
に
よ
で
ん

簡
潔
過
ぎ
る
上
記
の
史
料
を
補
う
に
有
益
な
史
料
と
し
て
は
、
大
槻
如
電
編
『
新
撰
洋
学

年
表
』
が
あ
る
口
編
者
の
大
槻
如
電
(
一
八
四
五
|
一
九
三
二
は
、
高
島
秋
帆
と
は
親
密

お
お
つ
き
ば
ん
け
い

な
交
友
関
係
に
あ
っ
た
仙
台
藩
儒
大
槻
盤
渓
(
一
八

O
一
一
八
七
八
)
の
次
男
で
あ
り
、

そ
の
盤
渓
は
徳
丸
原
操
練
を
実
際
に
見
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
盤
渓
は
、
徳
丸
原

操
練
を
見
学
し
た
後
、
自
ら
江
川
門
人
と
な
っ
て
高
島
流
西
洋
砲
術
を
修
得
し
、
仙
台
藩
に

西
洋
砲
術
を
普
及
さ
せ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
盤
渓
の
後
継
者
と
な
っ
て
、
同
藩

の
西
洋
砲
術
指
南
役
を
勤
め
た
の
が
『
新
撰
洋
学
年
表
』
の
編
者
で
あ
る
如
電
で
あ
っ
た
。

同
書
に
収
録
さ
れ
た
「
徳
丸
原
銃
隊
調
練
人
名
」
に
は
、
冒
頭
に
「
身
分
肩
書
略
之
」
と

の
注
記
が
施
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
徳
丸
原
銃
隊
調
練
」
に
参
加
し
た
高
島
門
人
出
府
前

の
長
崎
に
お
け
る
門
人
四
十
一
名
と
、
江
戸
出
府
後
の
入
門
者
五
十
六
名
の
合
計
九
十
七
名

の
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
口

な
お
、
付
言
し
て
お
く
と
、
前
記
の
『
陸
軍
歴
史
』
所
収
の
「
徳
丸
原
調
練
業
書
」
に
お

け
る
「
小
筒
打
方
九
十
九
人
」
と
い
う
員
数
に
は
、
塾
主
で
あ
る
高
島
秋
帆
と
そ
の
嫡
男

の
浅
五
郎
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
数
に
、
「
野
戦
筒
三
連
但
し
、
一
連
四
人
ず
つ
高

島
四
郎
太
夫
門
人
十
二
人
」
を
加
え
る
と
合
計
百
十
一
人
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
数
字
は

あ
く
ま
で
も
延
べ
員
数
で
あ
り
、
当
日
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
実
数
で
は
決
し
て

な
い
。
こ
の
事
実
を
見
落
と
す
と
、
門
人
数
の
計
算
に
誤
り
を
生
じ
て
し
ま
う
。
す
な
わ

ち
、
徳
丸
原
で
の
操
練
で
は
、
「
鉄
砲
備
打
」
「
野
戦
筒
三
連
」
「
小
筒
打
方
」
と
い
う
三
種

の
操
練
の
全
て
に
参
加
し
た
門
人
と
、
ど
の
演
目
か
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
門
人
と
が
存
在

し
た
、
と
い
う
事
実
の
認
識
が
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
記
の
大
槻

編
「
新
撰
洋
学
年
表
』
に
記
さ
れ
た
「
徳
丸
原
銃
隊
調
練
人
名
」
の
合
計
九
十
七
名
と
い
う

門
人
名
は
、
高
島
父
子
を
除
い
た
門
人
の
実
数
を
示
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
。
し
た

が
っ
て
、
高
島
父
子
を
加
え
れ
ば
、
『
陸
軍
歴
史
』
所
収
の
「
徳
丸
原
調
練
業
書
」
の
「
九

十
九
人
」
と
い
う
員
数
と
合
致
す
る
。

ー一寸

徳
丸
原
銃
隊
調
練
人
名

小
銃
二
小
隊

ゲ
エ

l
ル
銃

野
戦
砲
三
門

カ
ノ
オ
ン
砲

浅
井
理
三
郎

荒
木
千
洲

衣
幡
与
市

大
木
藤
四
郎

加
藤
淳
大
夫

木
下
勇
之
助

久
米
井
安
蔵

小
島
金
蔵

近
藤
権
蔵

斉
藤
助
之
助

竹
内
吉
郎

高
橋
昇
蔵

楢
林
長
十

楢
林
嘉
平

野
口
勘
太

春

禎
助

二
原
愛
次
郎

三
橋
源
平

井
上
孝
蔵

井
上
蔵
作

尾
上
藤
之
助

秋
元
宰
助

秋
山
粂
蔵

安
倍
源
三
部

市
川
熊
男

身
分
肩
書
略
之

五
十
音
順
姓
名
列
記

燈
火
剣
付

一
伍
三
人

車
台

砲
手
各
四
人

ト

nHHH.

一r'
I
I
F

登

上
原
百
馬

大
田
梁
平

大
山
善
右
衛
門

北
川
庫
助

城
戸
治
八

小
林
文
蔵

近
藤
雄
蔵

斉
藤
免
毛
橘

品
川
梅
次
郎

柘
植
長
次
郎

柘
植
栄
之
助

両
国
賢
吾

野
口
善
大
夫

坂
東
孫
兵
衛

福
田
秋
太

山
本
清
太
郎

横
川
喜
三
右
エ
門

小
坂
道
之
助

小
川
喜
代
治

以
上
四
十
一
人
長
崎
方
に
て
の
門
人

有
坂
府
助

有
馬
淳
蔵

市
川
貞
吉

帯
ア
肱
描
市

'
A
1
1
一R
n

j青



岩
島
千
太

出
谷
春
馬

大
原
安
兵
衛

大
原
俊
七

河
津
孝
之
助

河
津
挺
三
郎

柏
木
総
蔵

金
子
竹
四
郎

金
沢
求
馬

兼
松
繁
蔵

桐
山
弥
助

久
保
忠
四
郎

工
藤
久
平

近
藤
彦
八
郎

斉
藤
弥
九
郎

斉
藤
三
九
郎

須
田
三
弥
助

関
根
伝
次

黒
部
六
左
エ
門

田
瀬
速
水

谷

高
木
茂
左
エ
門

滝
田
岩
之
助

塚
本
小
八
郎

己
也
凶

V
九、w
n
H

肯
川
、
〆
良

富
山
岩
之
助

2

・
:
:
:

1
4
1
2
k
f
 

問
主
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f
ね
蕊
U
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由
民

長
淵
藤
三
郎

丹
羽
作
兵
衛

tv』
L
1
1件
目
作
曲

F
d
Lリ

府
主
L
十
必
糊
」
Jι
時
W

馬
場
斧
三
郎

鉄
吉
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d
吋
寸
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平
山
淳
左
エ
門

藤
田
右
源
太

片品ι
見a

牧
野
平
馬

牧
野
楠
之
助

堀

村
山
定
平

元
川
六
兵
衛

山
田
熊
蔵

山
本

平

山
本
鉄
三
郎

吉
井
七
郎

吉
野
英
臣

井
上
彦
四
郎

小
野
金
五
郎

岡
田
万
蔵

斧
野
熊
次
郎

小
川
正
右
エ
門

以
上
五
十
六
人
江
戸
ニ
来
て
の
門
人

」一ー

ω
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
』
所
収
の
門
人
史
料
二
件

①
史
料
「
天
保
+
ニ
年
五
月
九
日
於
武
州
徳
丸
原
西
洋
砲
術
業
書
」

大
槻
編
『
新
撰
洋
学
年
表
」
の
刊
行
後
に
出
さ
れ
た
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
』

一
九
四
二
年
)
に
は
、
「
新
撰
洋
学
年
表
』
の
内
容
を
は
る
か
に
凌
ぐ
精
徹
さ
を
も
っ
て
、

徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
名
を
記
録
し
た
史
料
二
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
第
一
の
史
料
は
、
「
天
保
十
二
年
五
月
九
日
於
武
州
徳
丸
原

西
洋
砲
術
業
書
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
演
目
別

員
数
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(
健
文
社
、

ー-，

。
天
保
十
二
年
五
月
九
日
於
武
州
徳
丸
原
西
洋
砲
術
業
書

モ
ル
チ
l
ル
筒
ニ
而
ボ
ン
ベ
ン
玉
仕
掛
打但八
丁
目
印
小
旗
建
之

壱
番

高
島
四
郎
太
夫

四

弐
番

同
人
伴

高
島

浅
五
郎

参
番

高
島
四
郎
太
夫

同
筒
-
一
而
焼
打
玉

四
番

浅
五
郎

高
島

五
番

高
島
四
郎
太
夫

ホ
l
イ
ッ
ス
ル
筒
ニ
而
小
型
ボ
ン
ベ
ン
玉
仕
掛
打

六
番

但
八
丁
目
印
同
断
浅
五
郎

七
番

四
郎
太
夫

同
筒
-
一
而
数
玉

八
番

浅
五
郎

馬
上
砲

往
返
二
筋

長
崎
地
役
人

近
藤

雄
蔵

鉄
砲
備
打

高
島
四
郎
太
夫
門
人
九
十
七
人

右
下
知

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

野
戦
筒
三
連

一
連
四
人
ッ
、

高
島
四
郎
太
夫
門
人

十
二
人

小
筒
打
方

右
同
l折

九
十
九
人

」一ー

上
記
の
「
鉄
砲
備
打
」
の
「
高
島
四
郎
太
夫
門
人
九
十
七
人
」
も
ま
た
、
下
知
役
の
高
島

父
子
の
二
名
分
を
除
い
た
数
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
高
島
父
子
を
加
え
れ
ば
九
十
九
人
と
な

り
、
前
記
の
『
陸
軍
歴
史
」
所
収
の
「
徳
丸
原
調
練
業
書
」
、
お
よ
び
大
槻
編
『
新
撰
洋
学

年
表
』
の
場
合
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
日
)

さ
ら
に
同
史
料
に
は
、
上
記
の
記
述
に
続
い
て
「
部
署
並
に
見
分
の
役
々
」
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
徳
丸
原
操
練
を
見
分
し
た
幕
閣
や
大
名
・
旗
本
た
ち
を
筆
頭
に
、
操
練

に
参
加
し
た
高
島
門
人
た
ち
の
個
人
名
と
一
部
門
人
の
出
身
地
と
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
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按
察
使

長日

砲

徒
士
監

与

力

内

使

前
肥
前
守

第
一
隊
長
副
長

第
二
隊
長

副
長

遊
副
長

三
門
車
砲

使
捌
杖
者

水
野

舎
人

井
上
左
太
夫

回
付
四
郎
兵
衛

投
火
薬
者

某

。

某

。

後
藤
周
防
守

点
火
者

学

吉
川
本
多
伊
勢
守

酒
井
出
雲
守

挿
火
線
並
圧
火
明

稲
葉
兵
部
少
輔

稲
垣
若
狭
守

加
納
遠
江
守

事
後
遺
薬
者

堀

若
狭
守

加
納
大
和
守

太
田
新
六
郎

両
隊
銃
士

松
平
内
匠
頭

石
河
美
濃
守

松
平

静
山

高
島
四
郎
太
夫

市
川

熊
男
(
江
戸
)

高
島
浅
五
郎

野
口
善
太
夫

山
本
清
太
郎

近
藤

雄
蔵
(
騎
馬
)

四

人

拓
植
長
次
郎

春加
藤
淳
太
夫

斉
藤
弥
九
郎

有
坂
大
木
藤
四
郎

福
田
兼
松

楢
林
島
田
総
兵
衛

積
助

工
藤

久
平
(
江
戸
)

田
土
部
六
衛
門

小
野
金
三
郎

レ
L
M
H
H川
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庫
助
津
蔵
(
防
州
)

秋
太
繁
蔵
(
総
州
)

尾
上
藤
之
助

嘉
平

河
津
孝
之
助
(
江
戸
)

河
津
逢
之
助

野
林
鉄
二
郎

野
村
鎌
之
助

谷 高
木
茂
左
衛
門

国
国
H
'
F

凡、w
h
F

A
H
“V
O由
民

芹
沢
繁
二
郎

市
川

堀斉
藤
助
之
進

市
川

斉
藤

五
山
本
銀
三
郎
貞
吉

覚一
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兎
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井
上

大
木
藤
三
郎

孝
蔵

林

木
下
勇
之
助

文
蔵

久
迷
井
安
蔵

浅
井
理
三
郎

小
島

b.. 
S五

蔵

上
原

百
馬

坂
東
孫
兵
衛

橋

源
平

小
野
道
之
助

大
山
善
左
衛
門

衣
|幡

高
須

昇
蔵

与

牧
野

平
馬
(
上
野
)

出
ノj、
|口'

春
馬

牧
野
拘
之
助

吉
野

英
臣
(
水
府
)

瀧
田
岩
之
助

近
藤
彦
八
郎

須
田
三
弥
助
(
肥
前
)

高
山
岩
之
助

馬
場
斧
三
郎

久
保
忠
四
郎

伊
東

清
(
備
中
)

金
子
竹
四
郎

井
下
彦
四
郎
(
防
州
)

関
根

伝
次

有
坂

藤
田
右
源
太

隆
助

太
田

金
沢

求
馬

梁
平

柏
木

吉
井

七
郎
(
薩
州
)

荘
蔵
(
豆
州
)

斉
藤
三
九
郎

相
良
弥
之
助

山
田

熊
蔵

出
十，
A
唱
目
・

鉄
太
郎

岡
田

万
蔵

山
本
小
弥
太

岩
島

千
士
口

塚
本
力
八
郎
(
芸
州
)

秋
山
久
米
蔵

丹
羽
作
兵
衛
(
肥
前
)

大
原
安
兵
衛

永
洲
藤
五
郎

大
原

平
山
醇
左
衛
門

俊
七

、IE
t

-

-，FI
1
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昌
吉
(
江
戸
)

秋
元

宰
助
金
一
地
州
)

竹
内
卯
吉
郎
(
長
崎
)

村
上

定
平
(
参
州
)

野
口

勘
太

安
信
源
三
郎
(
越
前
)

t権誕~.'l



田
瀬

速
水

主主

木

千
州

品
川
梅
二
郎

城
戸

治
八

横
川
喜
野
右
衛
門

西
田

堅
吾

楢
林

長
重

ニ
原
愛
一
郎

井
上

東
作

拓
植
栄
之
助

小
川
喜
代
次

留
守
廠
内
周
旋
執
行
者

下
曽
根
金
三
郎

松
平

内
記

別
所
内
蔵
之
助

高
橋

栄
蔵

江
川
太
郎
左
衛
門

旦
州

波

軍
平
(
予
州
)

遠
藤

圭
介

(紀
州

L一一

②
史
料
「
高
島
秋
帆
翁
試
砲
子
江
府
図
記
」

さ
ら
に
同
書
に
収
め
ら
れ
た
第
二
の
史
料
と
し
て
は
、
「
荒
木
千
州
」
と
い
う
徳
丸
原
操

練
に
参
加
し
て
い
た
高
島
門
人
(
長
崎
地
役
人
)
が
描
い
た
と
い
う
「
徳
丸
原
試
砲
図
」
(
同

書
の
刊
行
時
に
は
、
坂
勉
氏
蔵
で
東
京
九
段
の
「
遊
就
館
」
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
と
、
同
書

に
明
記
)
で
あ
る
。
同
図
に
は
、
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
門
人
高
弟
の
山
本
晴
海
と
大
田

(
日
)

梁
平
の
両
名
に
よ
る
「
高
島
秋
帆
翁
試
砲
子
江
府
図
記
」
と
い
う
撰
文
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
、
操
練
当
日
、
見
分
役
な
ど
で
臨
席
し
た
幕
閉
そ
の
他
の
人
々
と
、
操
練

に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
氏
名
(
一
部
、
出
身
地
名
を
付
記
)
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
人
名
は
、
当
日
の
操
練
に
お
け
る
役
割
上
か
ら
、
次
の
ご

と
く
っ
一
種
類
に
区
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

口
見
分
そ
の
他
の
幕
府
・
大
名
関
係
者
(
十
八
人
)

按
察
使
水
野
舎
人
、
知
砲
井
上
左
太
夫
、
田
付
四
郎
兵
衛
、
徒
士
監
某
々

与
力
某
々
、

内
使
後
藤
周
防
守
、
古
川
一
学
、
本
多
伊
勢
守
、
酒
井
出
雲
守
、
稲
垣
兵
部
少
輔
、
稲
垣

若
狭
守
、

加
納
遠
江
守
、
堀
若
狭
守
、

加
納
大
和
守
、
太
田
新
六
郎
、
松
平
内
匠
頭
、
石

河
美
濃
守
、
前
肥
前
守
松
浦
静
山

口
操
練
参
加
の
高
島
門
人
(
九
十
九
人

第

一
隊
長
高
島
四
郎
太
夫
源
茂
敦
、
副
長
、
江
戸
、
市
川
熊
男
、
第
二
隊
長
高
島
浅
五
郎

源
敦
武
、
副
長
野
口
善
太
夫
、
遊
副
長
山
本
清
太
郎
、
騎
馬
近
藤
雄
蔵
、
使
捌
杖
者
柘
植

長
次
郎
、
春
禎
助
、
加
藤
淳
太
夫
、
投
火
薬
者
、
江
戸
、
工
藤
久
平
、
斉
藤
弥
九
郎
、
水

府
田
土
部
六
衛
門
、
点
火
者
、
江
戸
、
小
野
金
三
郎
、
北
川
庫
助
、
防
州
有
坂
淳
蔵
、
挿

火
線
井
圧
火
門
者
、
大
木
藤
四
郎
、
福
田
秋
太
、
総
州
兼
松
繁
蔵
、
車
後
連
薬
者
、
尾
上

藤
之
助
、
楢
林
嘉
平
、
島
凹
総
兵
衛
、
両
隊
銃
手
、
江
戸
、
河
津
孝
之
助
、
河
津
縫
三
郎、

野
林
鉄
二
郎
、
野
村
鎌
之
助
、
高
木
茂
左
衛
門
、
谷
熊
次
郎
、
芹
沢
繁
二
郎
、
山
本
移
三

郎
、
市
川
貞
吉
、
堀
覚
三
、
斉
藤
助
之
進
、
市
川
登
、
斉
藤
兎
毛
、
井
上
孝
蔵
、
小
林
文

蔵
、
久
迷
井
安
蔵
、
小
島
金
蔵
、
坂
東
孫
兵
衛
、
小
野
道
之
助
、
衣
幡
与

一
、
三
橋
源
平
、

大
山
善
左
衛
門
、
高
須
昇
蔵
、
出
谷
春
長
、
水
府
吉
野
英
臣
、
近
藤
彦
八
郎
、
富
山
岩
之

助
、
久
保
忠
四
郎
、
金
子
竹
四
郎
、
関
根
伝
次
、
藤
田
右
源
太
、
金
沢
求
馬
、
薩
州
吉
井

七
郎
、
相
良
弥
之
助
、
伴
鉄
太
郎
、
山
本
小
弥
太
、
芸
州
塚
本
小
八
郎
、
肥
前
丹
羽
作
兵

衛
、
永
洲
藤
五
郎
、
平
山
醇
左
衛
門
、
遠
州
秋
元
宰
助
、
参
州
村
上
定
平
、
越
前
安
倍
源

三
郎
、
田
瀬
速
水
、
上
野
牧
野
平
馬
、
牧
野
拘
之
助
、
瀧
田
岩
之
助
、
肥
前
須
田
三
弥
助
、

馬
場
斧
二
一
郎
、
備
中
伊
東
清
、
防
州
井
下
彦
四
郎
、
有
坂
隆
助
、
大
田
梁
平
、

一旦
州
柏
木

荘
蔵
、
斉
藤
三
九
郎
、
山
田
熊
蔵
、
岡
田
万
蔵
、
岩
島
千
吉
、
秋
山
久
米
蔵
、
大
原
安
兵

衛
、
大
原
俊
七
、
江
戸
小
川
昌
吉
、
長
崎
竹
内
卯
吉
郎
、
野
口
勘
太
、
大
木
藤
三
郎
、
木

下
勇
之
助
、
浅
井
理
三
郎
、
上
原
百
馬
、
荒
木
千
州
、
品
川
梅
二
郎
、
城
戸
治
八
、
横
川

喜
野
右
衛
門
、
西
田
堅
吾
、
楢
林
長
重
、
三
原
愛
二
郎
、
井
上
東
作
、
柘
植
栄
之
助
、
小

川
喜
代
次

七



口
留
守
廠
内
周
旋
執
事
者
(
七
人
)

江
戸
下
曽
根
金
三
郎
、
松
平
内
記
、
別
所
内
蔵
之
助
、
高
橋
栄
格
、

一旦
州
江
川
太
郎
左
衛

門
、
予
州
小
波
軍
平
、
紀
州
遠
藤
圭
介

上
記
の
史
料
の
中
で
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
は
「
九
十
九
人
」
を
数
え
る
が
、
そ

こ
に
は
高
島
父
子
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
参
加
者
の
総
計
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介

し
た
つ
一種
類
の
史
料
に
記
さ
れ
た
員
数
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

凶

『
天
保
雑
記
』
所
収
の
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」

次
に
紹
介
す
る
内
閣
文
庫
蔵
『
天
保
雑
記
」
と
は
、
江
戸
後
期
の
著
名
な
剣
士
で
あ
っ
た

(
げ
)

藤
川
貞
(
整
斉
、
一
七
九
一

ーー

一
八
六
二
)
の
自
筆
稿
本
と
推
定
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
実

は
、
同
稿
本
は
、
他
の
『
文
政
雑
記
」
『
弘
化
雑
記
」
「
嘉
永
雑
記
」

『安
政
雑
記
』
の
四
編

と
と
も
に
遺
さ
れ
た
史
料
で
、
全
体
で
は
五
種
類
あ
る
『
雑
記
』
の
内
の

一
つ
で
あ
る
。
全

五
十
六
冊
か
ら
な
る
「
天
保
雑
記
』
に
は
、
天
保
二
年
(
一
八
三

一
)
か
ら
同
十
五
年
(
一

八
四
四
)
の
問
の
、
武
家
を
中
心
と
し
た
当
時
の
社
会
や
世
相
を
物
語
る
幅
広
い
諸
々
の
記

録
や
見
聞
が
、
年
代
順
に
記
録
さ
れ
て
い
る
口
そ
の
第
四
十
冊
の
中
に
、

二
カ
所
、
す
な
わ

ち
六
番
目
の
記
事
と
し
て
「
天
保
十
二
年
五
月
九
日
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古

業
書
」
が
、
同
じ
く
十
六
番
目
に
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
と
い
う

(
国
)

二
件
の
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な

『天
保
雑
記
」
に
記
載
さ
れ
た
、
高
島

一
門
に
よ
る
武
州
徳
丸
原
で
の
西

洋
砲
術
操
練
に
関
す
る
史
料
は
、
す
で
に
洋
学
史
研
究
に
開
拓
的
業
績
を
遺
さ
れ
た
前
述
の

佐
藤
昌
介
が
、
「
洋
学
史
の
研
究
』
の
第

一
章
「
高
島
流
砲
術
の
創
始
と
高
島
秋
帆
処
罰
事

件
」
の
中
の
注
記
に
お
い
て
、
後
者
の
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
の

(叩
)

史
料
名
の
み
を
記
さ
れ
、
そ
の
存
在
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
『
天

保
雑
記
』
に
収
め
ら
れ
た
高
島
一
門
の
砲
術
操
練
に
関
す
る
同
史
料
は
、

一
般
的
に
は
、
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
次
に
同
史
料
の
全
文
を
紹
介
し

て
お
く
。

Ji、

天文

山
尚靴相
~知
向
、
持

ま
ず
、
前
述
の
『
天
保
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料
の
最
初
の
も
の
は
、
「
武
州
西
台
於

徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
同
記
録
に
は
、
徳
丸
原
操
練
に
参

加
し
た
高
島
門
人
の
全
体
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
日
の
操
練
の
概
要
を
紹
介
し
た
極
め
て

簡
潔
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

一一寸

天
保
十
二
年
五
月
九
日

武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書

モ
ル
チ
l
ル
筒
ニ
而
ボ
ン
ベ
ン
玉
仕
掛
打

但
八
丁
目
印
小
旗
建
之

壱
番

者
且
)一子
3
久
口

ロ
る
埼
t
一、斗
ノ

t
1

長
崎
会
所
調
所
頭
取

高
島
四
郎
太
夫

弐
番

同
人
仲

同
町
年
寄
見
習

高
島

浅
五
郎

番

高
島
四
郎
太
夫

同
筒
ニ
而
焼
打
玉
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但
八
丁
目
印
同
断

四
番

浅
五
郎

四
番

五
番

四
郎
太
夫

五
番

六
番

浅
五
郎

，七
番

四
郎
太
夫

同
筒
ニ
而
蚊
玉

六
番

J¥ 
番

i主
権Z五
蔵郎

戸ヒ
番

馬
上
砲

往
返
二
筋

長
崎
地
役
人

近
藤

繊
砲
備
打

四
郎
太
夫
門
人

九
十
七
人

但
変
化
之
儀
者
場
所
口
口
ニ
随
ひ
八
九
通
り
も
相
変
不
申
候

八
番

右
下
知

四
郎
太
夫

馬
上
砲

浅
五
郎

哉
包
帯

T

4
司
d
3
4
2
2
q，v
ふ
J
J

野
戦
筒
三
連

一
連
四
人
ッ
、

高
島
四
郎
太
夫
門
人
十
二
人

但

小
筒
打
方

同

九
十
九
人
」

以
上
が
、
最
初
の
史
料
で
あ
る
。
残
る
も
う
一
件
の
史
料
は
、
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高

島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
と
い
う
、
操
練
実
施
の
日
付
(
「
天
保
十
二
年
五
月
九
日
」
)
の
な
い

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
ち
ら
の
記
録
に
は
、
当
日
の
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
姓
名

が
、
身
分
や
主
家
名
な
ど
の
肩
書
き
を
付
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ー-，

武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書

モ
ル
チ
l
ル
筒
ニ
而
ボ
ン
ベ
ン
玉
仕
掛
打

但
八
丁
目
印
小
旗
建
之

壱
番

弐
拾
六
間
後
切
弐
拾
七
間
三
尺
越

高
島
四
郎
太
夫

能
焼
申
候

弐
番

弐
間
後
切
弐
拾
五
関
越

高
島

浅
五
郎

能
焼
申
候

一番

能
焼
申
候

高
島
四
郎
太
夫

六
間
後
切
壱
丁
越

同
筒
ニ
而
焼
打
玉

但
八
丁
目
印
同
断

四
拾
間
後
切
壱
丁
弐
拾
間
四
尺
落

四
十
二
間
後
切
十
四
問
落

能
焼
申
候

能
焼
申
候

ホ
1
イ
ツ
ス
ル
筒
ニ
而
小
形
ボ
ン
ベ
ン
仕
掛
横
打

但
八
丁
目
印
小
旗
建
之

真
通
り
二
丁
程
越
川
江
入
玉
知
レ
不
申

導
火
通
不
申
候

凡
二
間
後
切
壱
丁
程
越
着

能
焼
申
候

同
筒
-
一
而
数
玉

但
四
丁
目
印
建
之

四
丁
ヨ
リ
七
丁
之
間
能
散
着
申
候

往
返
二
筋

長
崎
地
役
人

高
島

浅
五
郎

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

高
島
四
郎
太
夫

高
島

浅
五
郎

近
藤

雄
蔵

下
知
方

但
変
化
之
儀
者
場
所
口
様
-
一
随
ひ
八
九
通
り
も
相
変
不
申
候
事

高
島
四
郎
太
夫

野
戦
筒

右
大
将
様
奥
酷
師
桃
弘
院
三
男

御
留
守
居
松
平
内
匠
頭
家
来

長
崎
御
役
所
附

長
崎
地
役
人

野
戦
筒

水
戸
殿
家
来

吉
川
尚
五
郎
家
来

長
崎
地
役
人

同

野
戦
筒

堀
田
備
中
守
殿
家
来

田
口
加
賀
守
家
来

御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
家
来

長
崎
地
役
人

九

高
島

浅
五
郎

小
野
金
三
郎

工
藤

久
平

大
木
藤
四
郎

拓
植
長
四
郎

田
土
部
六
右
衛
門

有
坂
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蔵
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禎
助
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田
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松
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蔵
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川
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小
筒
打
方

清
水
殿
御
問
、
河
津
三
郎
兵
衛
惣
領

門
人
市
川
熊
男
取
立

同
三
男

水
戸
殿
家
来

同同同同同松
平
左
京
亮
家
来

前
同
断

大
御
番
頭
戸
田
淡
路
守
組
与
力

同同同西
丸
御
書
院
番
頭
河
野
口
津
守
組
与
力

御
支
配
戸
塚
備
前
守
組

水
野
越
前
守
殿
家
来

田
口
加
賀
守
家
来

同松
平
大
隅
守
家
来

松
平
肥
前
守
家
来

同三
宅
土
佐
守
家
来

酒
井
九
馬
尉
家
来
門
人
市
川
熊
男
取
立

同

同
l折

松
平
左
京
亮
家
来
同
断

牧
野
角
五
郎
家
来
同
断

O 

河
津
孝
之
助

板
倉
周
防
守
家
来
同
断

同

同
断

河
津
挺
三
郎

市
川
一
学
厄
介

同
断

吉
野

英
臣

松
平
安
盗
守
家
来

近
藤
喜
八
郎

大
村
丹
後
守
家
来

富
山
岩
之
助

松
平
内
匠
顕
家
来

久
保
忠
四
郎

松
平
左
京
苑
家
来
市
川
一
学
体

金
子
竹
四
朗

当
時
田
口
加
賀
守
家
来

関
根

博
次

田
口
加
賀
守
家
来

牧
野
初
之
助

同

野
村
鉄
次
郎

御
小
姓
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加
藤
伊
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守
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同
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下
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同
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同
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郎

同

丹
羽
作
兵
衛

長
崎
御
役
所
附

、
水
測
藤
五
郎

同

村
上

定
平

同

阿
部
源
三
郎

同

田
瀬

速
水

同

牧
野

平
馬

同

馬
場
斧
三
郎

|司

伊
東

j青

滝
田

錬
蔵

一
寸
は
門
川
H
川

-
v
-
-
-
E

，，， 

貞
吉

塚
本

J¥ 
郎

須
田
三
保
助

堀

覚
蔵

4

寸
』

I
E
E
E

↓
円
叶
U
H
川

熊
男

粛
藤
助
之
進

午

a
e
-
-

↓
円
川

H
川

~乙
占牛

出
ノ旬、

l口'

春
馬

藤
田
右
源
太

人
:lll. 

I尺

直
a馬

相
山

弥
助

鉄
士
口

山
本

平

小
川
正
左
衛
門

平
山
淳
右
衛
門

元
川
六
兵
衛

竹
内
卯
吉
郎

野
口
善
太
夫

野
口

勘
太

林

文
蔵

久
米
井
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東
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台衣韓:

問同同同同同同同田
口
加
賀
守
家
来

同同同同同長
崎
ヨ
リ
召
連
候
者

同同同同問古
川
尚
五
郎
家
来

同御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
家
来

同同

(
重
)
木
下
勇
之
助

小
野
道
之
助

衣
橋

興

橋

源
平

大
山
善
左
衛
門

高
瀬

昇
蔵

尾
上
藤
之
助

大
木
藤
三
郎

木
下
勇
之
助

浅
井
理
三
郎

近
藤

権
蔵

上
原

百
馬

荒
木

千
洲

品
川
福
四
郎

城
戸

治
八

横
川
喜
之
三
衛
門

西
日

堅
吾

楢
原

嘉
平

楢
井

長
重

井
下
彦
四
郎

有
坂

府
助

柏
木

荘
蔵

野
菜
L
E
L
R

着
剤

-
F
2
H
3
4ノ
由
民

山
田

熊
蔵

同

岡
田

高
蔵

同

岩
島

千
古

同

秋
山

血、ー
巧t

蔵

同

大
原
安
兵
衛

同

大
原

俊
，ヒ

問

原
愛
次
郎

同

井
上

藤
作

長
崎
ヨ
リ
召
連
侠
者

同

山
本
清
太
郎

同

古

前

果

平

(
大
田
梁
平
カ
)

拓
植
栄
之
助

同同

小
川
喜
代
次

〆
九
十
九
人

L一一

以
上
が
、
『
天
保
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
た
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」

と
い
う
史
料
の
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
当
日
の
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
は
、

合
計
九
十
九
名
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
史
料
に
記
さ
れ
た
参
加
者
の
延
べ
人
数

は
、
高
島
父
子
を
含
め
る
と
百
名
、
父
子
を
除
く
と
九
十
八
を
数
え
る
。
何
故
に
百
名
を
数

え
る
の
か
。
実
は
、
同
史
料
に
は
、
同
一
人
物
の
重
複
記
載
(
「
長
崎
御
役
所
附
木
下
勇
之

助
」
と
「
田
口
加
賀
守
家
来
木
下
勇
之
助
」
)
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
二
名
の
重
複
を
除
い
た
参
加
門
人
の
実
数
は
、
史
料
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
通
り
の

「
〆
九
十
九
人
」
と
な
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
の
「
天
保
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料
「
武
州
西
台
於
徳
丸

原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
を
解
説
し
た
結
果
、
判
明
し
た
記
載
門
人
の
氏
名
を
五
十
音
別

に
整
理
し
て
一
覧
表
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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(ニ)

先
行
研
究
に
お
け
る
徳
丸
原
操
練
時
の
高
島
門
人

川
佐
藤
昌
介
の
場
合

高
島
一
門
に
よ
る
武
州
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術
調
練
に
関
す
る
既
存
の
史
料
は
以
上
の
ご

と
く
で
あ
る
が
、
江
戸
後
期
、
特
に
ア
ヘ
ン
戦
争
や
黒
船
来
航
と
い
う
出
来
事
が
勃
発
す
る

幕
末
期
の
洋
学
史
研
究
に
関
し
て
は
、
は
や
く
か
ら
「
洋
学
の
軍
事
科
学
化
」
と
い
う
独
自

の
視
座
と
見
解
を
も
っ
て
顕
著
な
研
究
業
績
を
残
し
た
佐
藤
昌
介
は
、
幕
末
洋
学
史
研
究
に

お
け
る
軍
事
科
学
の
変
化
、
す
な
わ
ち
西
洋
砲
術
の
受
容
と
い
う
歴
史
的
現
象
の
重
要
性
に

い
ち
早
く
着
目
し
た
研
究
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
が
、
高
島
秋
帆
の
武
州
徳
丸
原
で
の
西
洋

一五



砲
術
操
練
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ま
ず
佐
藤
は
、
洋
学
史
研
究
に
関
す
る
最
初
の
研
究
成
果
と
し
て
刊
行
し
た
「
洋
学
史
研

究
序
説
」
に
お
い
て
、
「
徳
丸
原
に
参
加
し
た
も
の
九
十
九
人
の
う
ち
、
江
戸
で
の
門
人
は

(
却
)

五
十
名
余
り
に
上
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
佐
藤
の
、
こ
の
よ
う
な
門
人
数
の
記
載

は
、
有
馬
成
甫
蔵
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
と
い
う
史
料
が
根
拠
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
同
史
料
の
所
在
は
不
明
で
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ

が
、
「
五
十
名
余
り
」
と
い
う
記
述
は
極
め
て
漠
然
と
し
た
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

様
の
記
載
が
、
前
述
の
大
槻
如
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
』
の
「
徳
丸
原
銃
隊
調
練
人
名
」
に

(
幻
)

あ
り
、
そ
こ
で
は
「
以
上
五
十
六
人
江
戸
ニ
来
て
の
門
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
洋
学
史
研
究
を
進
め
た
佐
藤
は
、
そ
の
研
究
成
果
を
『
洋

(
詑
)

学
史
研
究
序
説
』
の
続
編
に
相
当
す
る
『
洋
学
史
の
研
究
』
に
ま
と
め
、
こ
れ
を
刊
行
し
た
。

そ
こ
で
は
、
前
著
の
課
題
で
あ
っ
た
徳
丸
原
演
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
詳
細
な
、
次
の
よ
う
な
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

徳
丸
ヶ
原
の
演
練
に
参
加
し
た
高
島
の
門
人
は
、
野
戦
筒
打
方
一
二
人
、
小
筒
打
方
九
九

人
、
計
一
一
一
人
で
あ
る
が
、
全
員
の
氏
名
と
身
分
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
正
確
に
は
わ
か
っ

て
い
な
い
。
判
明
し
て
い
る
も
の
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
幕
臣
・
諸
藩
士
(
陪
臣
を
含

む
)
、
長
崎
地
役
人
、
高
島
の
内
弟
子
、
随
行
者
に
分
け
ら
れ
る
。
幕
臣
・
諸
藩
士
に
つ
い

て
、
お
お
よ
そ
の
数
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
幕
臣
は
、
前
長
崎
奉
行
田
口

喜
行
の
家
来
一
五
人
、
代
官
江
川
英
竜
の
家
臣
一

O
人
、
長
崎
奉
行
所
附
五
人
を
除
く
と
、

九
人
で
、
か
れ
ら
は
お
お
む
ね
与
力
級
の
下
級
幕
臣
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
旗
本
の
家
臣
を

加
え
れ
ば
、

一
一
人
と
な
る
。
か
れ
ら
は
江
戸
で
高
島
の
門
人
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
つ
ぎ
に
諸
藩
士
は
十
三
の
藩
に
わ
た
り
、
総
数
は
三

O
人
で
あ
る
。
別
表
は
藩
名
と
人

数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
岩
国
藩
士
は
有
坂
淳
蔵
お
よ
び
そ
の
二
子
で

あ
り
、
ま
た
佐
賀
落
士
三
人
の
う
ち
、

一
人
は
鍋
島
十
左
衛
門
の
家
来
平
山
醇
左
衛
門
で
、

有
坂
も
平
山
も
長
崎
で
の
門
人
で
あ
る
。
か
れ
ら
を
除
く
、
他
の
諸
藩
士
は
江
戸
で
の
門
人

と
推
定
さ
れ
る
。
と
く
に
水
戸
の
藩
士
に
多
い
の
は
、
同
藩
に
高
島
流
砲
術
が
伝
播
す
る
の

一・六

が
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
推
知
さ
せ
よ
う
。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
、
長
州
藩
の
ば
あ
い
、

同
藩
の
天
保
改
革
の
推
進
者
村
田
清
風
が
参
勤
の
藩
主
に
随
行
し
て
、
江
戸
に
滞
在
中
、
徳

丸
ケ
原
演
練
の
こ
と
を
知
り
、
藩
士
藤
井
平
左
衛
門
に
命
じ
て
高
島
の
門
に
入
ら
せ
、
高
島

(
マ
マ
}

の
帰
国
後
、
粟
屋
翁
助
・
郡
司
源
之
允
を
長
崎
に
派
遣
し
、
長
崎
聞
役
井
上
与
四
郎
と
と
も

に
、
高
島
に
入
門
さ
せ
て
い
る
。
長
州
藩
が
西
洋
砲
術
を
採
用
す
る
の
は
、
こ
れ
以
来
の
こ

(
幻
)

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
引
用
で
特
に
注
目
す
べ
き
問
題
点
は
、
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高

島
門
人
の
員
数
に
つ
い
て
で
あ
る
。
佐
藤
は
、
前
著
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
で
は
「
九
十
九

人
」
と
記
し
た
が
、
続
編
の
『
洋
学
史
の
研
究
』
で
は
「
野
戦
筒
打
方
一
二
人
、
小
筒
打
方

九
九
人
、
計
一
一
一
人
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
は
た
し
て
、
ど
ち
ら
の
数
字
が
正
し
い
の
か
。

す
で
に
、
既
存
史
料
の
紹
介
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の

総
数
を
「
九
十
九
人
」
と
述
べ
て
き
た
。
で
は
、
何
故
に
佐
藤
は
、
「
一
一
一
人
」
と
訂
正

し
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
に
は
、
当
日
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
特
定
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
詳
細
な
作
業
結
果
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
結
論
的
に
い
え
る

こ
と
は
、
「
計
一
一
一
人
」
と
し
た
こ
と
は
、
「
野
戦
筒
打
方
一
一
一
人
」
と
「
小
筒
打
方
九
九

人
」
と
を
単
純
に
合
算
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
み
て
よ
い
。
実
際
に
は
、
当
日

の
操
練
に
お
い
て
は
、
「
野
戦
筒
打
方
」
と
「
小
筒
打
方
」
の
操
練
に
は
、
同
一
門
人
が
重

複
し
て
役
割
分
担
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
点
を
看
過
し
た
が
故
に
発
生
し

た
計
算
ミ
ス
の
問
題
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ω
栗
原
隆
一
の
場
合

(
剖
)

栗
原
の
著
書
『
幕
末
日
本
の
軍
制
』
に
は
、
「
幕
閣
は
江
川
の
意
見
を
い
れ
、
秋
帆
の
出
府

を
促
し
た
。
天
保
十
二
年
(
一
八
四
こ
五
月
、
秋
帆
と
そ
の
弟
子
百
数
十
人
は
江
戸
城
の

西
三
里
、
武
州
徳
丸
ケ
原
に
お
い
て
洋
式
銃
陣
の
操
練
を
お
こ
な
い
、
幕
府
首
脳
部
の
検
分

に
供
し
た
。
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
に
幕
臣

と
し
て
蘭
学
を
修
め
た
長
崎
出
身
の
福
地
源
一
郎
(
桜
痴
、
一
八
四
一
ー
ー
一
九

O
六
)
が
「
少

取Jaj 
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年
読
本
」
と
し
て
著
し
た
『
高
島
秋
帆
』
か
ら
、
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

秋
帆
は
一
子
浅
五
郎
と
門
人
を
引
き
つ
れ
総
勢
二
一
九
人
、
所
定
の
場
所
に
整
列
し
た
。

門
人
は
み
ん
な
が
黒
塗
り
円
錐
形
の
陣
笠
を
か
ぶ
り
、
服
装
は
黒
筒
袖
の
半
組
に
黒
股
引
、

黒
脚
半
、
紺
足
袋
、
わ
ら
じ
と
い
っ
た
黒
ず
く
め
で
、
帯
の
う
え
を
手
綱
で
か
た
く
締
め
、

(
お
)

脇
差
一
本
を
さ
し
て
弾
薬
入
れ
と
銃
剣
、
帯
を
腰
に
つ
け
た
身
軽
な
装
束
で
あ
っ
た
。

上
記
の
史
料
に
記
さ
れ
た
「
総
勢
二
一
九
人
」
と
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
史
料
的
根
拠

に
基
づ
く
門
人
数
で
あ
る
の
か
。
当
日
の
高
島
一
門
に
よ
る
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術
操
練
に

は
、
①
見
分
そ
の
他
の
幕
府
・
大
名
関
係
者
(
十
八
人
)
、
②
操
練
参
加
の
高
島
門
人
(
鉄

砲
備
打
九
十
七
人
、
野
戦
砲
三
連
十
二
人
、
小
筒
打
ち
方
九
十
九
人
)
、
③
留
守
廠
内
周
旋

執
事
者
(
七
人
)
と
い
う
三
種
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
内
の
①
十
八
人
(
見

分
そ
の
他
の
幕
府
・
大
名
関
係
者
)
と
、
②
操
練
参
加
の
高
島
門
人
の
内
の
野
戦
砲
三
連
の

十
二
人
と
小
筒
打
ち
方
の
九
十
九
人
と
を
合
計
す
る
と
、
確
か
に
記
載
さ
れ
た
数
字
の
「
一

二
九
人
」
と
な
る
。
だ
が
、
幾
種
類
か
の
項
目
の
数
字
の
内
か
ら
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
項

目
を
選
択
し
て
合
計
し
た
の
か
。
何
故
に
①
を
加
算
し
て
、
③
を
除
外
し
た
の
か
。
そ
し
て

②
の
九
十
九
人
と
い
う
員
数
は
、
十
二
人
(
野
戦
砲
三
連
の
員
数
)
を
含
ん
だ
合
計
で
あ
る

こ
と
が
、
誤
認
さ
れ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
二
九
人
と
い
う
数

字
は
、
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

同
仲
田
正
之
の
場
合

(
部
)

仲
田
正
之
「
韮
山
代
官
江
川
氏
の
研
究
』
に
は
、
高
島
一
門
の
徳
丸
原
操
練
の
様
子
が
、

次
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

演
練
の
日
も
間
近
に
せ
ま
っ
た
五
月
七
日
、
陪
観
の
者
に
対
し
て
集
合
時
刻
・
衣
服
・
到

着
の
報
告
な
ど
の
規
定
が
下
達
さ
れ
た
。
こ
の
日
早
朝
、
演
練
に
参
加
す
る
柏
木
惣
蔵
・
山

田
熊
蔵
・
岡
田
万
蔵
・
斉
藤
三
九
郎
・
岩
島
千
吉
・
秋
山
粂
蔵
・
大
原
俊
七
(
以
上
銃
隊

員
)
、
斉
藤
弥
九
郎
(
砲
隊
員
)
が
本
所
の
江
川
屋
敷
を
出
発
し
た
。
そ
し
て
、
同
日
秋
帆

以
下
全
員
が
、
徳
丸
原
に
隣
接
す
る
豊
島
郡
赤
塚
村
の
曹
洞
宗
松
月
院
に
集
合
し
た
。
五
月

八
日
の
予
行
演
習
か
ら
の
参
観
を
願
い
出
て
い
た
英
龍
は
、
前
夜
よ
り
支
度
を
と
と
の
え
、

子
の
刻
(
午
前
零
時
)
赤
塚
村
に
向
け
て
出
発
、
予
定
の
宿
舎
で
あ
る
徳
丸
脇
村
名
主
久
蔵

方
を
用
い
ず
、
松
月
院
に
到
着
す
る
や
、
そ
の
ま
ま
秋
帆
と
行
動
を
と
も
に
し
た
。

天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
五
月
九
日
、
徳
丸
原
の
南
隅
に
は
監
察
使
・
幕
吏
・
諸
侯
用

に
幕
舎
五
張
が
設
け
ら
れ
、
部
隊
は
西
隅
の
幕
舎
に
待
機
し
た
。
指
揮
官
は
高
島
秋
帆
、
副

官
は
高
弟
の
市
川
熊
男
、
第
二
隊
長
は
秋
帆
の
長
男
高
島
浅
五
郎
で
、
銃
隊
九
九
人
、
砲
隊

(
幻
)

二
四
人
の
編
成
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
本
稿
に
お
け
る
先
行
研
究
の
検
証
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ご
と
く
、
上
記
の

「
銃
隊
九
九
人
、
砲
隊
二
四
人
の
編
成
」
と
い
う
参
加
門
人
数
の
表
記
も
ま
た
問
題
と
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
は
た
し
て
、
「
銃
隊
九
九
人
」
と
「
砲
隊
二
四
人
」
と
は
、
重
複
の
な
い
別

個
の
隊
の
実
数
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
。
も
し
、
重
複
の
な
い
別
々
の
実
数
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
参
加
門
人
数
の
合
計
は
「
一
二
三
人
」
と
い
う
こ
と
な
り
、
こ
れ
ま

た
参
加
門
人
の
総
数
と
は
異
な
る
誤
認
の
結
果
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
検
討
し
て
き
た
先
行
研
究
に
は
、
高
島
一
門
に
よ
る
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術
操
練

に
関
し
て
、
そ
こ
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
員
数
を
巡
っ
て
、
様
々
な
数
字
が
表
記
さ
れ
て

き
た
口
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
問
題
の
根
本
に
は
、
延
べ
員
数
と
実
数
と
の
誤
認
や
混
同
と
い

う
、
史
料
理
解
に
関
す
る
基
本
的
な
誤
謬
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。
だ
が
、
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
自
身
に
、
参
加
し
た
個
々
の
門
人
数

の
相
違
や
門
人
名
表
記
の
誤
記
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の

解
明
を
し
た
上
で
、
先
行
研
究
の
問
題
点
を
整
理
し
て
比
較
検
討
を
加
え
、
も
っ
て
幕
末
期

日
本
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
普
及
に
開
拓
的
な
役
割
を
は
た
し
た
、
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術

操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
を
、
可
能
な
限
り
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
は
、
従
来
の
諸

史
料
が
内
在
す
る
問
題
点
を
解
明
す
る
上
で
有
効
と
思
わ
れ
る
史
料
と
し
て
、
次
に
高
知
県

立
図
書
館
蔵
「
山
内
史
料
」
所
収
の
「
高
島
流
砲
術
」
と
い
う
新
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
と

戸七



す
る
。

国

「
高
島
流
砲
術
」

高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
山
内
史
料
」

所
収

先
に
紹
介
し
た
四
件
の
史
料
が
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
高
島
一
門
に
よ
る
徳
丸
原
操
練

に
関
す
る
既
知
史
料
で
あ
り
、
前
述
の
先
行
研
究
は
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
用

い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
例
え
ば
後
述
す
る
佐
藤
昌
介
『
洋

学
史
研
究
序
説
」
で
用
い
ら
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
有
馬
成
甫
蔵
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原

(
却
)

高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
な
ど
、
関
係
資
料
が
存
在
す
る
可
能
性
は
大
き
い
。
実
は
、
そ
の

一
つ
と
し
て
筆
者
が
次
に
紹
介
し
た
い
新
史
料
と
し
て
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
山
内
史

料
」
の
中
に
収
め
ら
れ
た
「
高
島
流
砲
術
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
D

な
お
、
吉
川
弘
文
館
の
「
人
物
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
た
有
馬
成
甫
『
高
島
秋
帆
』
(
一
九

五
八
年
)
に
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
徳
丸
原
操
練
の
参
加
者
に
関
す
る
史
料
は
全
く
記
さ
れ

て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
全
体
像
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き

な
しと
こ
ろ
で
、
高
知
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
土
佐
藩
主
山
内
家
が
遺
し
た
史
料
「
山
内

文
庫
」
の
中
に
は
、
高
島
流
砲
術
関
係
の
史
料
が
二
点
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
高
島

流
砲
術
」
(
全
一
巻
、
天
保
二
一
年
)
と
『
和
蘭
陀
流
砲
術
書
』
(
「
和
蘭
陀
火
術
録
」
全
二

や
ま
う
ち
と
よ
て
る

巻
、
附
録
一
巻
、
一
八
四
七
年
に
第
十
三
代
藩
主
山
内
豊
照
が
筆
写
)
で
あ
る
。
後
者
は
、

い
わ
ゆ
る
高
島
流
砲
術
の
秘
伝
書
の
写
本
で
あ
る
が
、
前
者
の
『
高
島
流
砲
術
』
は
、
「
天

保
十
二
年
五
月
九
日
武
州
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
場
備
打
変
化
左
ノ
通
」
と
い
う
標
題
の
下

に
、
天
保
十
二
年
五
月
九
日
、
幕
府
公
設
の
大
砲
実
射
稽
古
場
で
あ
っ
た
武
州
徳
丸
原
で
実

施
さ
れ
た
、
高
島
一
門
に
よ
る
西
洋
砲
術
操
練
(
洋
式
砲
術
操
練
と
縦
隊
調
練
)
の
実
況
を

検
分
し
た
様
子
を
克
明
に
記
録
し
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
の
史
料
が
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
土
佐
藩
が
、
武
州
徳
丸
原
で
の
高
島
流
砲
術
操
練
に
強
い
関
心
を
示
し
、
藩
士
を

派
遣
し
て
当
日
の
操
練
の
実
際
を
遺
漏
な
く
記
録
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
高
島
一
門
の
徳
丸
原
で
の
西
洋
砲
術
操
練
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
幕
閣
は

J¥. 

の
紹
介

も
ち
ろ
ん
、
直
参
旗
本
の
江
川
坦
庵
(
太
郎
左
衛
門
)
や
下
曽
根
信
敦
(
金
三
郎
)
、
さ
ら

に
は
幕
閣
の
中
で
も
老
中
首
座
で
、
天
保
改
革
を
断
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
水
野
忠
邦
(
浜

松
藩
主
)
を
筆
頭
に
、
水
戸
藩
、
岩
国
藩
、
佐
倉
藩
、
広
島
藩
、
松
山
藩
、
薩
摩
藩
な
ど
の

諸
藩
が
、
自
分
の
家
臣
た
ち
を
、
江
戸
に
出
府
後
の
、
い
ま
だ
操
練
前
の
高
島
秋
帆
の
下
に

入
門
さ
せ
、
し
か
も
彼
ら
は
武
州
徳
丸
原
で
の
調
練
当
日
に
は
、
高
島
門
人
と
し
て
操
練
に

参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
土
佐
藩
の
場
合
は
、
残
念
な
が
ら
藩
士
を
事
前
に
高
島
の
下
に
派
遣
し
て
入
門
さ

せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
早
く
か
ら
海
防
問
題
が
重
要
な
政
治
課

と
よ
て
る

題
と
な
っ
て
い
た
土
佐
藩
で
は
、
第
十
三
代
藩
主
を
襲
封
す
る
直
前
の
山
内
豊
照
を
筆
頭

に
、
高
島
一
門
の
西
洋
砲
術
操
練
に
は
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
操
練
当
日

に
は
、
江
戸
勤
番
の
藩
士
二
名
を
武
州
徳
丸
原
に
派
遣
し
、
高
島
一
門
に
よ
る
操
練
の
実
際

を
詳
細
に
記
録
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
そ
の
と
き
に
記
録
し
た
史
料
こ
そ
が
、
本

稿
が
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
前
述
の
『
高
島
流
砲
術
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
操
練
当
日
、

武
州
徳
丸
原
に
派
遣
さ
れ
、
こ
の
『
高
島
流
砲
術
』
を
書
き
留
め
た
藩
土
が
、
他
な
ら
ぬ
土

佐
藩
「
徳
弘
家
資
料
」
(
高
知
市
民
図
書
館
蔵
)
を
遺
し
た
藩
の
西
洋
砲
術
師
範
を
勤
め
る

(
却
)

徳
弘
孝
蔵
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
彼
が
遺
し
た
「
徳
弘
家
資
料
」
の
中
に
は
、
南

画
家
で
も
あ
っ
た
彼
自
身
が
描
い
た
「
絵
入
り
書
簡
徳
丸
ヶ
原
ト
云
処
ヘ
」
と
い
う
史
料

(
却
)

が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
高
島
一
門
に
よ
る
西
洋
砲
術
操
練
の
実
際
を
現
地
視

察
さ
せ
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
藩
士
二
名
と
従
者
一
名
の
計
三
名
が
、
武
州
徳
丸
原
を
め
ざ

す
往
路
の
旅
姿
が
軽
妙
な
筆
致
で
リ
ア
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
同
書
簡
の
ス
ケ
ッ
チ
に
添

え
書
き
さ
れ
た
文
章
の
内
容
は
、
下
図
の
ご
と
く
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
土
佐
藩
士
の
手
で
書
写
さ
れ
た
、
高
島
一
門
に
よ
る
徳
丸

原
操
練
の
実
態
を
記
録
し
た
史
料
が
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
山
内
文
庫
」
に
納
め
ら
れ
て

容'~:.，-'.j 



『高
島
流
砲
術
』
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
氏
名
や

帰
属
す
る
主
家
名
、
操
練
当
日
の
役
割
な
ど
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
先
に
紹
介
し
た

四
件
の
既
存
史
料
の
ど
れ
よ
り
も
、
は
る
か
に
史
料
的
精
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

実
は
、
す
で
に
本
史
料
の
存
在
に
着
目
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
高
島
門
人
の
藩
別
入
門

者
の
分
析
を
試
み
ら
れ
た
先
行
研
究
が
、
前
述
の
佐
藤
昌
介

「洋
学
史
の
研
究
』
に
は
収
め

ら
れ
て
い
る
。
同
書

「
第
二
編

幕

末

洋

学

成

立
過
程
の
研
究
」
の
「
第

一
章

高
島
流
砲

術
と
高
島
秋
帆
処
罰
事
件
」
に
お
け
る
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
分
析
に
用
い

た
参
考
資
料
の
「
注
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

しE

る
本
節
で
利
用
し
た
参
加
者
名
簿
は
、

『天
保
雑
記
』
三
九
所
収
の
も
の
と
、
高
知
県
立
図
書

(
紅
)

館
山
内
文
庫
蔵
「
高
島
流
砲
術
」
の
記
載
で
、
後
者
を
基
に
前
者
で
補
っ
た
。

高
島
の
徳
丸
原
操
練
に
関
す
る
史
料
の
中
で
、
本
史
料
の
存
在
と
価
値
を
最
初
に
認
識
さ

れ
活
用
さ
れ
た
同
氏
の
慧
眼
に
は
敬
服
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
書
に
お
い
て
は
、
本
史

料
が
、

高
島
門
人
の
藩
別
入
門
者
の
簡
単
な
数
量
的
分
析
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
、
同
史
料

に
記
載
さ
れ
た
個
々
の
高
島
門
人
の
紹
介
や
特
定
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
本

史
料
に
よ

っ
て、

一
定
程
度
の
藩
別
入
門
者
の
分
析
は
可
能
で
は
あ
る
。
だ
が
、
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
き
た
徳
丸
原
操
練
に
関
す
る
各
種
の
史
料
内
容
を
、
本
史
料
と
総
合

的
に
比
較
校
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
を
吟
味
し
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
徳
丸
原
操
練
の
実
態
解
明
が
格
段
に
進
み
、
従
来
の
誤
謬
に
満
ち

た
暖
昧
な
理
解
や
認
識
を
刷
新
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
故
に
本
稿
で

は
、
ま
ず
資
料
的
な
重
要
性
に
鑑
み
て
、
次
に
同
史
料
の
全
文
を
写
真
版
で
紹
介
し
、
そ
の

解
読
文
を
付
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

口
ヨ
リ
徳
丸
カ
原
ト
云
処
へ
参
候
処
、
只
広
キ

原
ニ
テ
道
も
無
ク
公
義
ノ
御
己
屋
ヲ
漸
見
付
参
候

事
ニ
テ
候
。
御
上
屋
敷
ヲ
夜
九
時
ニ
立
、
夜
明
ニ

一
向
休
ナ
シ
ニ
参
着
申
候
。
原
ノ
サ
キ
カ
ヤ
ヲ
リ

越
テ
船
ノ
帆
見
ユ
ル
故
、
未
場
所
モ
不
明
故
参
候

処
、
何
程
大
成
川
ニ
テ
園
村
ノ
先
生
杯
ハ
船
ニ
テ

字ふ
しち
、
つ
弘
，

此
原
処
ヘ
参
居
リ
候
。
夫
ヨ
リ
町
撃
相
始
リ
折
々

下
拙
も
先
生
ニ
被
雇
玉
先

へ
参
候
処
、

一
向
玉
ハ

如
何
致
シ
候
テ
モ
カ
ヤ

(
茅
)

ノ
中
ゆ
ヘ
取
れ
不

ひ

や

申
候
。
火
箭
ハ
行
ツ
キ
ノ
ク
ス
リ
ヲ
見
テ
取
リ
申

候
。
只
々
広
キ
原
ト
申
モ
ノ
ハ
木
も
無
ク
、
少
々

ア
ツ
サ
ニ
タ
ヘ
ラ
レ
ズ
ヨ
リ
口
ヨ
リ
ツ
ム
リ
杯
ノ
め
ず
ら

カ
ハ
ハ
ゲ
申
様
ノ
事

ニ
テ
御
座
候
。

然
共
、
珍

し
急
三
」
シ
」

敷
事
ニ
テ
大
ニ
相
楽
申
候
。
徳
丸
カ
原
ヘ
行
道
、

夜
道
ニ
テ

一
向
志
ら
ぬ
道

一
一
テ
田
の
中
や
ら
か
や

(
茅
藁
)

ヘ
出
ど
ふ
ぞ
。
行
ツ
ケ
バ
ヨ
イ
カ
ト
持

{民
夫
ゆ

ヘ
野
村
ハ
ア
セ
ヲ
な
か
し
テ
ユ
キ
、

ソ
レ

ガ
シ
モ
泣
ヨ
リ
漸
道
ヲ
尋、
不
ユ
キ
、
弁
当
持
申
候

ハ
オ
冶
リ
(
大
利
)
此
ケ
ン
ト
ヲ
(
見
当
)

ヘ
ユ

キ
候
ヘ
バ
、
ヨ
ヲ
ゴ
ザ
リ
マ
シ
ヨ
ヲ
ト
云

一
向
夜
九
時
上
屋
敷

ヲ
出
候
ヨ
リ
、
休
ミ
ナ

シ
、
ヨ
ヲ
ヨ
ヲ
夜
明
ニ
ロ
テ
ト
云
処
ヘ
ユ
キ
、
茶

ヲ
呑
、
人
こ
、
チ
ニ
ナ
リ
申
候
。
夫
ヨ
リ
段
々
参

候
事
ニ
テ
有
之
候
。
よ
ふ
晴
候
ヘ
パ
日
光
山
見
ユ

ル
ロ
処
ノ
者
申
候
。
尚
野
村
ヘ
御
聞
可
之
有
候

以
上

九



ト
お
ふ
輔
が
な
窓
生
受
会
長
張
感

備
も
ヲ
交
礼
文
札
え

守
品
川
久
卒
備
え
稼
働
晶
表
、五

一伐

之が一一大-ネ
乳払
徐
々
車
補
修
を
場
検
事

全
文
字
漁
ゑ
依
存
縄
、
左
手
k
q
勢

4
会

係

争

潜

水

仏

政

挙

世

除

1

u

i

M

T
件
ふ
ま
一
鵠
寸
蕊
一
体
二
五
条
川

崎

e

d

v

弘
主
将
家

「
表
紙

b 
j二

高
嶋
流
砲
術

「
天
保
十
二
丑
五
月
九
日
武
州
西
蓋
徳
丸
原
高
嶋
流
砲
術
場

備
打
饗
化
左
之
通

第

二

文
字
備
左
右
一
一
打
方
仕
候

第
二
右
一
文
字
紛
失
化
後
打
方
仕
相
済
元
之
備
一
一
相
成
候

第
=二

文
字
備
其
儲
左
リ
備
ニ
立
直
シ
打
方
仕
候

第
四
三
方
備
-
一
嬰
化
打
方
仕
候

第
五
鉄
砲
何
モ
銀
ヲ
付
一
重
備
ニ
印
刷
記
化
敵
ニ
付
突
入

々
々
嬰
化
打
方
仕
候

二
O



「
第
六

一
重
備
則
三
重
備
一
文
字
一
一
饗
化

第
七
小
口
引
備
-
一
相
成
申
候

第
八
乱
足
野
路
押
前

第
九

一
文
字
備
隠
石
火
矢
備
四
切
一
一
乱
打
方
仕
候

第
拾
抱
備
鐙
化
石
火
矢
押
出
シ
早
打
方
仕
候

第
十
一
追
打
一
一
愛
化
打
方
仕
候

第
十
二
操
引
備
一
一
嬰
化
打
方
仕
候

第
十
三
輪
備
一
一
嬰
化
打
方
仕
候

第
十
四
一
文
字
備
一
一
嬰
御
櫨
ニ
テ

一
文
字
押
前
打
方
ハ
不
仕
候

以
上

「天
保
十
二
丑
年
五
月
九
日
武
州
西
蓋
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古

業
書
諸
組
与
力
格
長
埼
曾
所
調
役
頭
取
高
嶋
四
郎
太
夫
同
町
年

(ママ
)
奇
見
習
同
浅
五
郎

一
モ
ル
チ
ル
筒
ニ
テ
ボ
ン
ベ
ン
玉
仕
掛
横
打
但
シ
八
町
目
ニ
小
旗
建
之

一
壱
番

十一社
総

野

候

能

強

一一一
番

工
加
持
山
町
越
市
一候

同

断

一一
一一
番

詩

伊

候

同

断

一
右
同
筒
ニ
テ
焼
打
玉
但
シ
目
印
同
断

一
四
番
砕
時
間
四
尺
務
申
候
能
焼
申
候

一
五

番

国

此

肺

機

山

叩

候

同

断

一
ホ
ウ
イ
ツ
ス
ル
筒
一
一
テ
小
形
ボ
ン
ベ
ン
仕
掛
横
打
八
丁
目
印
同
断

四
郎
太
夫

E
V
~
-
工

RH

hv
t
守
1
」
山
口

hm

四
郎
太
夫

浅
五
郎

四
郎
太
夫



;畿i F3宇

野交

壱
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川
江
入
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火
通
不
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候
玉
知
不
申
候

凡
弐
間
後
切
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後

申

候

「壱
丁
秘
越
申
候

同
筒
ニ
テ
数
玉
但
シ
凶
丁
目
印
建
之

四
丁
ヨ
リ
六
七
丁

「触
後
若

-me候

一
馬
上
砲
往
返
長
寄
地
役
人

一
鉄
砲
備
打
但
シ
嬰
化
之
儀
ハ
場
所
口
様
ニ
随
イ
八
九
通
リ
モ
打

問問先申
候
事

「
一
六
番

一
七
番

一
八
番

下
知
方

向

「
右
大
将
様
奥
啓
師
桃
仙
院
三
男

野

ノL
3五

平

御
留
守
居
内
匠
顕
家
来

野
戦
筒

野
戦
筒

工
藤

久
平

長
崎
御
役
所
附

野
戦
筒

大
木
藤
四
郎

岡
地
役
人

拓
植
長
次
郎

郷
田
倫
中
守
般
家
来

兼
松

盤ミ
蔵)

凹
口
加
賀
守
家
来
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U
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御
代
官
江
川
太
郎
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衛
門
家
来
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W
V
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向
民

長
崎
地
役
人

加
藤
淳
太
夫

浅
五
郎

四
郎
太
夫

浅
五
郎

近
藤
房
蔵

四
郎
太
夫

浅
五
郎

水
戸
殿
内ママ

古
川
尚
次
郎
家
来

長
崎
地
役
人
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回
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部
六
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門

有
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蔵

春

禎
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福
田

秋
太



一一寸

小
筒
打
方
左
之
通

水
戸
殿
内

門
人
市
川
熊
男
之
主

大
村
丹
後
守
家
来

松
平
内
匠
一以
家
米

古
川

英
臣

近
藤
彦
八
郎

冨
山
岩
之
助

久
保
忠
四
郎

関

根

惇

次

大
門
番
頭
戸
田
淡
路
守
組
与
力
野
村
鉄
次
郎

同

鎌

之

助

高
木
茂
左
衛
門

谷

熊

次

郎

西
丸
御
書
院
番
頭
浅
野
遠
江
守
組
与
力

芹
沢
繁
次
郎

小
説H
前
支
配
戸
塚
備
前
守
組

御
印
刷
{寸
居
与
力

須
田
三
弥
助

LLi 
本(
喜多3

郎

水
野
越
前
守
殿
家
来

明

覚
蔵

秋
本

宰
助

消
水
殿
御
附
人
河
津
三
郎
兵
術
体河
津
孝
之
助

同
三
男

一，

松
平
大
隅
守
家
来

同

肥
前
守
・
以
来

同三
宅
土
佐
守
家
来

ー
ド

L
J
41
Z
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旧
作
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プ
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U
H
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円が
，完
寸
河

|司松
平
左
京
亮
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氷
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ママ

河
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三
郎

市
川

一
学
厄
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吉
井

七
郎
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(ママ
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塚
本
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郎

松
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京
亮
家
来
市
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学
伴

其
後
回
口
加
賀
守
家
米

村
上
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長
男

疋

平

旧
日
加
引
守
家
来

安
倍
源
三
郎

田

瀬

速

水

斎
藤
助
之
進

市
川

登

斎

藤

兎

毛

井

上

孝

蔵

小
林
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水
戸
殿
内
山
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部
兵
庫
家
来

藤
田
右
源
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沢
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内
弟
子
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牧
野
角
五
郎
家
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板
倉
司
之
助
家
来

長
崎
御
役
所
附

竹
内
矧
太
郎

野
口
善
太
夫

御
進
物
番
下
曲
回
線
金
三
郎
家
来
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(四)

「
山
内
史
料
」

所
収

「
高
島
流
砲
術
」

高
知
県
立
図
書
館
蔵

右
に
紹
介
し
た
ご
と
く
、
高
知
県
立
図
書
館
「
山
内
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料

「高

島
流
砲
術
」
の
中
身
は
、

「天
保
十
二
丑
五
月
九
日
武
州
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
場
備
打
変
化

左
ノ
通
」
と
い
う
標
題
の
下
に
、
当
日
の
高
島
一
門
の
西
洋
砲
術
の
操
練
内
容
と
、
そ
れ
に

参
加
し
た
門
人
名
な
ど
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

筆
者
は
、
高
知
市
民
図
書
館
蔵

「
徳
弘
家
資
料
」
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、

土
佐
藩
関
係
の
必
要
史
料
の
蒐
集
に
努
め
て
き
た
。
実
は
、
そ
の
過
程
で
、
高
知
県
立
図
書

館
の

「山
内
文
庫
」
と
出
会

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
第
十
三
代
藩
主
の
山
内

豊
照
自
身
が
下
曽
根
門
人
と
な
っ
て
自
ら
書
写
し
た
高
島
流
砲
術
秘
伝
書
『
阿
蘭
陀
流
砲
術

書
』
(
全
二
巻
)
と
共
に
、
武
州
徳
丸
原
操
練
に
藩
士
の
徳
弘
孝
蔵
他
を
派
遣
し
、
当
日
の

操
練
内
容
を
克
明
に
記
録
さ
せ
た
史
料
『
高
島
流
砲
術
』
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

一-.

横
川
喜
三
左
衛
門

植

林

嘉

平

同

長

重

西

田

堅

吾

三
原
愛
次
郎

井

上

藤

作

山
本
清
太
郎

大

田

梁

平

柘
植
栄
之
助

小
川
喜
代
次

〆
九
拾
九
人

し一一

の
内
容

れ
ま
で
の
管
見
の
限
り
で
は
、
本
史
料
が
、

高
島
一
門
に
よ
る
武
州
徳
丸
原
操
練
の
記
録
と

し
て
は
、
最
も
詳
細
か
つ
正
確
な
史
料
で
あ
る
み
て
よ
い
。
特
に
、
本
史
料
に
は
、
個
々
の

高
島
門
人
が
帰
属
す
る
大
名
や
幕
臣
の
主
家
名
が
添
書
さ
れ
て
い
る
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
個
々
の
門
人
の
帰
属
先
の
添
書
に
よ

っ
て
、
高
島
門
人
の
分
布
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
本
史
料
に
記
載
さ
れ
た
高
島
門
人
は
、
史
料
の
最
後
に
「
〆
九
拾
九
人
」
と

記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
師
範
で
あ
る
高
島
父
子
を
含
め
て
合
計
九
十
七
名
で
あ
り
、
そ
の
内

で
重
複
す
る
門
人
が

一
名
(
長
崎
御
役
所
内
・
大
木
藤
四
郎
)
認
め
ら
れ
、
し
た
が

っ
て
記

載
さ
れ
た
門
人
の
実
数
は
九
十
六
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
際
に
は
、
同
じ
長
崎
地
役
人
で

あ
る
「
近
藤
房
蔵
」
と
「
近
藤
勇
蔵
」
と
は
同

一
人
物
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
を
重
複
と
み
れ

ば
高
島
門
人
の
実
数
は、

高
島
父
子
を
含
め
て
、
本
史
料
に
お
け
る
高
島
門
人
の
実
数
は
九

二
五



十
五
人
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
四
点
の
史
料
で
は
、
い
ず
れ
も
高
島
門
人
は
九
十

九
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
門
人
数
に
関
し
て
本
史
料
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
史
料
に
お
い
て
も
、
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
総
数
は
九
十
九
人

と
記
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
何
故
に
、
相
違
が
生
じ
た
の
か
。
筆
者
は
、
従
来
、
歴
史
学
界

で
用
い
ら
れ
て
き
た
幾
種
類
か
の
徳
丸
原
操
練
記
録
と
、
本
稿
で
紹
介
し
た
高
知
県
立
図
書

館
蔵
「
山
内
文
庫
」
の
史
料
と
の
比
較
校
合
を
試
み
、
そ
れ
ら
の
史
料
的
な
妥
当
性
の
検
証

を
試
み
た
。
同
一
の
歴
史
的
事
実
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
紹
介
し
た
各

史
料
は
、
記
さ
れ
た
門
人
数
ば
か
り
で
な
く
、
門
人
名
や
そ
の
表
記
等
の
点
に
お
い
て
も
、

史
料
相
互
に
は
多
数
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。
は
た
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
、
ど
の
よ
う
な

相
違
点
が
み
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
点
を
一
目
瞭
然
と
す
る
た
め
、
次
に
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介

し
た
五
点
の
既
知
史
料
に
記
さ
れ
た
高
島
門
人
名
簿
に
つ
き
、
記
載
さ
れ
た
全
て
の
門
人
名

図
表
2

国
間
島
門
人
関
係
の
既
知
史
料
の
総
合
一
覧

一
一ムハ

を
五
十
音
順
に
総
合
し
て

一
覧
表
と
し
た

{図
表
2
高
島
門
人
関
係
の
既
知
史
料
の
総
合

一
覧
}
と
、
記
載
さ
れ
た
門
人
名
の
重
複
を
訂
正
し
て

一
名
に
統
合
し
て
一
覧
表
と
し
た

{図
表
3
高
島
門
人
統
合

一
覧
】
と
を
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
左
記
の
一
覧
表
に
お
け
る
出
典
史
料
名
は
、
大
槻
如
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
』
を

〈大
槻
「
洋
学
年
表
」〉
、
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
』
所
収
の
史
料

「天
保
十
二
年
五
月
九
日

於
武
州
徳
丸
原
西
洋
砲
術
業
書
」
を

〈遠
藤

「高
島
秋
帆
」
A
〉、

同
じ
く
遠
藤
早
泉
『
高

島
秋
帆
」
所
収
の
史
料
「
高
島
秋
帆
翁
試
砲
子
江
府
図
記
」
を

〈遠
藤

「高
島
秋
帆
」
B
〉
、

『天
保
雑
記
』
所
収
の
史
料
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
を

〈「天
保

雑
記
」
〉
、
そ
し
て
高
知
県
立
図
書
館
蔵

「山
内
史
料
」
所
収
「
高
島
流
砲
術
」
を

〈高
知
県

図
〉
と
略
記
し
た
。
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大槻 槻大 概大 槻大 槻大 槻大

洋学年表
学芸 学芸 洋学年表

主

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

監高島 秋帆高島 高蔵
置

秋高島帆 高島秋帆 位高 高秋帆島

A A A A A A A A 
J¥. 

B B B B B B B B 

記天保雑 「記」天保雑 「天保雑記」
保書 保記天雑 保天雑記

高知置
知E 

誕二I.j



94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 

大原 前=口b 大田 大田 大田

大木藤郎四 大藤郎本四 大藤郎木四 大木藤四郎
大木藤 大藤木 上原 上原

{'変じ 梁平 梁平 平梁 梁平 百馬 馬百
良E 郎

小打筒方 小打筒方 両隊銃手
筒打方 銃両隊手

野戦筒 野戦筒
挿線並火 震銃手 筒打方 両銃隣手 両銃隣手

圧火明

崎長 田 田

長l御役所附暗
子弟内

草地役人
加賀守家来口 加賀守家来口

ヨ

召連a者リよ巴

郎家来

長御役所附

長崎門人
長

長人
長

崎長人門

槻大 槻大 槻大

洋学年表 洋学年表

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

説
説高 説高島 秋机高島

九
A A A A 

B B B B 

保雑記天 天罪記 天保雑記 天保雑記

81 80 79 78 77 76 75 

上原 上原 石島 岩島 石島 岩島 衣幡

百馬 馬司 千太 千三b 千='=' 千='=' 与

筒打方
野戦筒
両隊銃手 両銃隊手 戦筒野

打筒方 両隊銃手

田

露地役人
加守家賀来口

長人 江戸門人 江戸門人

槻大

遠藤 遠藤

高官 秋高島帆

A A 

B B 

天保雑記 「保雑記」天

高知音
知自

ー一一一一」一一一一ー一一一一」一一一一

74 73 72 71 

橋衣 橋衣 橋衣

彦郎井上四

市与 与市 市与

両銃隊手 野戦筒 小打筒方

長崎御役所附 長崎製所附
子弟内

長崎門人 長崎門人 江戸門人

槻大 槻大

洋学年表

保雑記天

高知自

70 69 

井上 井上

藤作 藤作

震銃手 小筒打方

回 田

芸来
芸賀来口

長崎門人 長崎門人

槻大

高知歯

68 

井上

作藤

打筒方

「保雑記」天

.、九陶~

、.被員
可



121 120 119 118 117 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 106 105 104 103 102 101 100 99 98 97 96 95 

4 之助野藤
野
野金 野金 野金 左衛門ト11 

111 
喜fzトt lt l 小j喜代次11 小喜代次111 小喜代次111 

岡田 岡田 岡田 岡田

大原安兵衛 大原安兵衛 大安兵衛原 大喜兵
大原 大原 大原

平金 ゴ昌ゴ 万蔵 万蔵 万蔵 万蔵 俊七 俊'じ 宅自日 自日 良日

野戦筒 野戦筒 者点火 者火占
打筒方
里戦筒子
両隊銃手 銃両隊手 銃両隊手 小筒打方

筒打方 両隊銃手
里戦筒子

打筒方
両隊草両隊銃手 小筒打方 銃両隊手 両隊銃手 里戦筒子

筒打方 震銃手 銃阿隊手
里戦筒子

露役所附
子弟内 子弟内 弟子内

田

賀芸来田口
崎長

子弟内

芸来

ヨ

召達之者

男 男 男

江戸 江戸 江戸 江戸

江戸何人 v戸門人工 r戸門人工 v戸門人工 最長
江戸門人 長人 江戸門人 Y戸門人工 江戸門人 Y戸門人工

大槻 槻大 大槻 大槻 槻大 槻大 槻大

主
学芸 洋学年表 学洋年表 洋学年表

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

監高島 高島秋帆 高秋帆島

置
秋高島帆

説
高読

A A A A A A A 
O 

B B B B B B B 

保雑記天 保雑記天 天保雑記 天保雑記 「保雑記」天

知置高 知E 知高E 高知歯 高知歯
知E 



害警

148 147 146 145 144 143 142 141 140 139 138 137 136 135 134 133 132 131 130 129 128 127 126 125 124 123 122 

河津挺 河津鍵
松兼 松兼 松兼 松兼

子竹郎金四 金子竹四郎 子竹郎金四

jz介尺z 、h 沢五八広 沢金 金沢

語淳太夫 加藤淳太夫
栢木 相木 柏木

斧野貴高島 尾上藤之助 尾藤之助上 助尾上藤之 助尾上藤之 小野道之助
野之助道

盤蔵 繁蔵 紫蔵 繁蔵 直馬 求馬 求馬 求馬 荘蔵 荘蔵 荘蔵~~ ~~ 

筒打方
野戦筒

挿線並火
戦野筒
両隊銃手 両隊銃手 J筒打方ト 小打筒方 震銃手 両隊銃手

野戦筒
使側杖者 使理者 野戦筒 野戦筒 両銃隊手 両隊銃手 打筒方 喜連薬者

野戦筒
打筒方 車後浬薬者 震銃手 J筒打方ト

圧火明

水殿戸霊 露地人 露地役人 役
子弟内 子弟内

長E 衛 郎家来 郎家来

男 男

総州 州、| 州、| 豆州、l豆州、!

佐J藩届b、 佐ノ届藩、. 佐倉藩 江家JII 江家JII 

江戸門人 江戸門人 江戸人門 江戸門人 す戸門人工 江戸門人 江戸門人 長人 長崎門人 江戸門人 江戸門人 需人 長崎人門

槻大 大槻 槻大 槻大 大槻 大槻 大槻 槻大

洋学年表 洋学年表 洋学年表 洋学年表
学芸

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

高直島 高秋帆島

説 自島
高秩帆島 高高島 高説

A A A A A A A 

B B B B B B B 

保雑記天 保雑記天 保雑記天 天保雑記 保雑記天 「保雑記」天 保雑記天

高知音高知音 知音高



175 174 173 172 171 170 169 168 167 166 165 164 163 162 

久保忠郎四 保忠郎久四 保忠郎久四 忠久保郎四

工藤 工藤 工藤 工藤

木五面本語詰五品木
下木 城戸 城戸

平久 平久 平久 平久 勇蔵 Ij台l 治J¥ 

両隊筆両銃隊手 小打筒方 打小筒方 投薬者火 野戦筒 投火薬者 投薬者火 両隊草両隊銃手 小打筒方 里戦筒子 両隊銃手 両隊銃手

水殿戸内 殿水戸内
殿水戸家来

露地
田

長崎地役人
|長"奇

加賀守家口来

ヨ

召連之者リ

江戸 江戸 江戸

r戸門人工 江戸門人 江戸門人 紅戸門人 長崎門人 崎長門人 崎長門人

槻大 槻大 槻大 槻大

洋学年表
学芸 洋学年表 洋学年表

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

秋帆高島 読高島 秋帆高島 高島監

A A A A 

B B B B 

保雑記天 「」天保雑記 天保雑記

高知自 高知自 知高歯

講義j

161 160 159 158 157 156 155 

城戸 城戸 北}[[ 北}[[ 北}[[ 北}[[ 島

Ij台l rj台l 庫介 庫助 庫助 庫介 金蔵

野戦筒
打筒方
野戦筒 者火占 E戦筒T 者火占

両隊銃手

l長"奇 崎長

加賀Z 田口来
回 回

芸
賀芸来口

ヨ ヨ

百連之者1) 

望者

長崎門人
長

崎長人門

大槻

τ洋品年表「

遠藤 遠藤

秋帆高島 高説島

A A 

B B 

「」天保雑記 保雑天記

高宮図

154 153 152 

津助河孝之 河津孝之助 河津孝之助

両隊銃手 両隊銃手
筒打方

郎衛倖兵 伴郎兵衛

江戸 江戸 江戸

証戸門人 江戸門人

大槻

洋学年表

遠藤

高島秋帆

A 

B 

知歯

151 150 

河津孝之助 童助河之

打筒方
両隊筆

清殿水間i津可

郎丘衛醐惣領

市自男取門人j立i信l 

遠藤

自
A 

B 

保雑記天

149 

鍵河津

自日

筒打方

清水器河津附

費衛

男

保天雑記

一一一一一
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202 

藤斉

郎九

銃両隊手

江戸門人

大槻

洋学年表

201 200 

藤斉 藤斉

郎九 郎九

野戦筒
筒打方

江戸門人

「保」天雑記

199 198 197 

藤近 近藤 近藤

雄蔵 雄蔵 房蔵

』馬騎 騎馬
砲馬上

長崎地役人 地役長崎人 長崎地役人

長人

大槻

洋学芸

遠藤

高監島

A 

B 

196 195 194 193 192 191 190 

藤郎近彦ノ1 郎近藤彦ノ1 近藤彦ノ郎1 近藤喜BJI E 

藤近 近藤 藤近

権蔵 権蔵 勇蔵

両隊銃手 両隊銃手 筒打方 筒打方 打筒方
野戦筒

間水戸 水戸殿内 水殿戸柔
加賀守家田口来

露地

江戸門人 江戸門人 長人

槻大 大槻

洋学年表

遠藤

高秋帆島

A 

B 

保雑記天 保雑天記

高知歯

:繍

189 188 187 186 185 184 183 182 181 180 179 178 177 176 

林 1キ 林 林 島 島 島
小坂助道之

坂高
左黒部ノ、迷井高久 安久米井蔵 久米井安蔵 久井安蔵米

蔵文 文蔵 蔵文 文蔵 蔵金 金蔵 蔵金 府蔵
コニ
門

両隊銃手 両銃手隊 筒打方 打筒方 両隊銃手
野戦筒 J筒打方ト 野戦筒

両銃手隊 銃両隊手 打P筒方b 打ノ筒方ト

加守賀家来回日

田
子弟内

最御所附 長御役所附
子弟内

吉五郎霊尚

田 田
子内弟

加Z 来 加喜来 賀事来口

長人 言人 崎長門人 長崎門人 長崎門人 江戸人門 長崎門人 長崎門人

槻大 槻大 大槻 大槻 槻大

洋学年表 洋学年表

遠藤 藤遠

置 高
A A 

B B 

車 天保雑記 「保雑記」天

知歯高



229 228 227 226 225 224 223 222 221 220 219 218 217 216 215 214 213 212 211 210 209 208 207 206 205 204 203 

根関 根関 根関 根関 須田 須田 須田 須田

総衛兵島田 福品I四郎11 梅!次郎品11 
梅品JI[ 
品I梅次郎II 相弥之助且 藤弥郎斉九 郎斉藤弥九

青襲
斉藤里橘
藤斉 藤斉 藤斉

助斉主助斉藤主助斉藤主助斉藤主
斉藤

伝次 伝次 {e、ゲT云、， 伝次 助弥 助弥 助弥 助保 毛兎 毛兎 毛兎 郎九良日

両隊筆両隊筆
野方 小打筒方 両隊銃手 両隊銃手 筒打方 筒打方 車重薬者 打筒方 両隊銃手 両隊銃手

野戦筒
両隊銃手 投薬火者 投火薬者 野戦筒 野戦筒 両隊銃手 震銃手 筒打方 打筒方 警両隊 撃両隊 打筒方 打筒方 両隊銃手

殿水戸内 水戸殿内 水殿戸雲
大村丹後守家来 大村丹f守家来圭

回 |耳 田

加守家賀来田口

田 田 田

実来
加賀守重

加芸来 加Z 来 加賀守家来口

肥前 肥前 肥前

佐賀藩 佐賀藩 佐賀落

江戸門人 江戸門人 江戸門人 江戸門人 長崎門人 長人 Y戸門人工 Y戸門人E 長崎門人 崎長門人 長人 長人

大槻 大槻 槻大 槻大 槻大 大槻

主 主
学芸 洋学年表 洋学芸

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

高説島 高秋帆島

説
説高島 監高島 高秋帆島 高島秋帆 高高島 高秋帆島

A A A A A A A A A 
1m 

B B B B B B B B B 

「保雑記」天 保雑記天 」「天保雑記 「」天保雑記 天保雑記 」「天保雑記

知高歯
知歯 知歯

議.t{~
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256 255 254 253 252 251 250 249 248 247 246 245 244 243 242 241 240 239 238 237 236 235 234 233 232 231 230 

卯竹高内 竹卯吉郎内 竹卯郎内吉 拓植長高語議長 霊話長 拓植長四 題栄助之 拓植助栄之 宇植助栄之宙
滝田

瀧之助岩田 冨岩之助山 富岩之助山 助高岩之山

瀬高 須高 須高 須高

喜高木茂 芹i繁R 
芹i繁詰R 
沢繁詰

錬蔵 蔵昇 蔵昇 蔵昇 蔵昇郎 良日

両銃手隊 両銃手隊 野方 理者
使捌杖者
聖筒戦子 筒聖戦子
両銃手隊 両銃手隊

打筒方 打小筒方 打小筒方 両銃手隊
警両隊
野方 銃露手 打小筒方 両銃手隊

両筆隊 筒野戦 銃両隊手 銃両隊手 打J筒方ト 野銃阿隊手 筒打方 打筒方

長御寄附 露地役 長崎御役語長崎地役人
田
長崎
田

水殿戸内
殿戸霊
子内弟

長崎御役語長崎製所附
加家賀守来口 加賀守家来口

ヨ

召連之者

弟子内

崎長

露人 長崎門人
長

長崎人門 長人 江戸門人
長
長崎門人 江戸門人 江戸門人

槻大 槻大 槻大 槻大 槻大 槻大

洋学年表 学洋年表 i学芸芋
洋学年表 洋苧年表

遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤 遠藤

高高 高島秋帆

置 説
説高島 秋高島帆

説
説高

五
A A A A A A A A 

B B B B B B B B 

天保雑記 天保雑記 保雑記天 保天雑記 「」天保雑記 語 保天雑記 「保雑記」天

高知歯
自

高露
知自 高賀図
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楢林 楢林 楢林 楢原
長淵藤
永測藤五郎 藤郎永糊五 洲郎永藤五

塚本 塚京
塚京郎 塚郎本八 助富岩之山

嘉平 嘉平 嘉平 嘉平 郎J¥ 
自日

車後運薬者 打筒方 打筒方 筒打方
，筒打方b 
銃震手 打小筒方 両隊銃手 震銃手 打筒方 打筒方

田 旧
長崎

松平H前守霊I~ 
面前守護 松2 2守家来ヨt 松平安立守家事三 松安平z守家来r 官加守賀家来口

加芸来
ヨ

召連之者

zj十N z州z、| ヱ州=、|

広藩島 広藩島 広藩島

長崎門人 長崎門人 江戸門人 江戸門人 江戸門人 江戸門人

槻大 大槻 大槻

洋学年表 学芸

遠藤 遠藤 遠藤

高秋帆島

話
高説

A A A 

B B B 

「天保雑記」 保雑記天 保天雑記

高知E 高知E 
知自

磁石見::;1

270 269 268 267 266 265 264 

口〆I、: 'ノロ}、ー ~口a、' IJ，コ、. 

衛土部ム，田門、衛土部，右田門， 、

田
々

熊次郎 熊郎次 熊郎次 熊郎次 部喜

両隊銃手 両隊筆筒打方 小筒打方 投火薬者
野戦筒 野戦筒

殿水戸棄殿水戸内

水府

水戸藩

江戸門人 Y戸門人工

大槻

h膝出s 遠藤

高島監
置

A A 

B B 

保雑記天 天保雑記

高置

263 262 261 

灘岩之助回 滝署員
瀬田

速水

筒打方 露草両筆隊

松Z 京亮家来 松平左亮京家来

江戸門人 江戸門人

槻大

洋学芸

遠藤

高秋帆島

A 

B 

260 259 

日回現 瀬田

水速 速71'<. 

銃両隊手
打筒方

尉九 酒井書室九
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槻」大「洋学年表 大槻「洋学年表」

遠「」藤高島枇帆
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武
州
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
特
定

以
上
、
高
島
秋
帆
が
、
天
保
十
二
年
五
月
九
日
、
幕
命
を
拝
し
て
武
州
徳
丸
原
で
実
施
し

た
西
洋
砲
術
操
練
の
記
録
史
料
を
紹
介
し
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
五
点
の
史
料
は
、

そ
れ
ら
全
体
の
門
人
一
覧
を
も
っ
て
示
し
た
ご
と
く
、
記
載
門
人
の
内
容
が
相
違
し
、
同
一

門
人
で
も
氏
名
表
記
が
異
な
る
な
ど
、
同
じ
歴
史
的
事
実
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
多
く
の
相
違
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
上
記
五
点
の
史
料
に
記

載
さ
れ
た
内
容
を
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
「
高
島
流
砲
術
」
を
中
心
と
し
て
比
較
分
析
し
、

重
複
す
る
門
人
名
を
統
合
し
て
可
能
な
限
り
高
島
門
人
を
絞
り
込
む
と
、
前
掲
の
よ
う
な

【
図
表
3

高
島
門
人
統
合
一
覧
】
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
例
え
ば
名
簿
の
三
番
に
記
載
の

図
表
4

国
間
島
門
人
の
所
属
身
分
別
の
統
合
一
覧

「
相
山
弥
助
」
の
場
合
は
、
高
知
県
立
図
書
館
史
料
と
「
天
保
史
料
」
で
は
「
相
山
弥
助
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
大
槻
「
新
撰
洋
学
史
年
表
」
で
は
「
桐
山
弥
助
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
相
違
点
を
、
他
の
記
載
事
項
を
含
め
て
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
「
相
山
弥
助
」

と
「
桐
山
弥
助
は
」
は
同
一
人
物
と
推
定
し
、
「
相
山
弥
助
」
を
も
っ
て
統
一
的
に
記
載
し

た
。
以
下
も
、
同
様
な
方
法
的
手
順
を
経
て
、
同
一
門
人
と
判
断
、
あ
る
い
は
推
定
さ
れ
る

場
合
は
、
門
人
名
を
統
一
し
て
ま
と
め
た
の
が
、
次
の
【
図
表
4

高
島
門
人
の
所
属
身
分

別
の
統
合
一
覧
}
で
あ
る
。
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に
参
加

し
た
高
島
門
人
の
身
分
や
帰
属
す
る
藩
な
ど
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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が
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具
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的
に
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ず
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っ
て
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す
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で
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ず
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と
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な
い
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に
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の
よ
う
に
な
る
。

佐
藤
の
分
析
で
は
「
前
長
崎
奉
行
田
口
喜
行
家
来
一
五
人
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、

筆
者
の
場
合
に
は
、
長
崎
地
役
人
四
人
を
含
め
る
と
、
次
の
二
二
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き

在
の
と
こ
ろ
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
判
明
し
て
い
る
も
の
だ
け
に
つ
い
て
み
る

と
、
幕
臣
・
諸
藩
士
(
陪
臣
を
含
む
)
、
長
崎
地
役
人
、
高
島
の
内
弟
子
、
随
行
者
に
分
け

る

ら
れ
る
。
幕
臣
・
諸
藩
士
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
数
を
示
す
と
、

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
幕
臣
は
、
前
長
崎
奉
行
田
口
喜
行
の
家
来
一
五
人
、
代
官
江
川
英
竜
の
家
臣
一

O
人、

尾
上
藤
之
助
、
荒
木
千
洲
(
長
崎
地
役
人
)
、
浅
井
理
三
郎
(
長
崎
地
役
人
)
、
井
上
孝
蔵
、

長
崎
奉
行
所
附
五
人
を
除
く
と
、
九
人
で
、
か
れ
ら
は
お
お
む
ね
与
力
級
の
下
級
幕
臣
で
あ

井
上
藤
作
、
久
米
井
安
蔵
、
近
藤
権
蔵
、
斉
藤
兎
毛
、
市
川
登
、
北
川
庫
助
、
斉
藤
助
之
進
、

る
。
な
お
こ
れ
に
旗
本
の
家
臣
を
加
え
れ
ば
、

一
一
人
と
な
る
。
か
れ
ら
は
江
戸
で
高
島
の

楢
林
長
重
、
横
川
喜
三
左
衛
門
、
山
本
清
太
郎
、
小
川
喜
代
次
、
西
国
堅
吾
、
大
田
梁
平
、

門
人
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
諸
藩
士
は
十
三
の
離
に
わ
た
り
、
総
数
は
三

(
担
)

O
人
で
あ
る
。

拓
植
栄
之
助
、
楢
林
嘉
平
、
木
下
勇
之
助
(
長
崎
地
役
人
)
、
小
林
文
蔵
、
三
原
愛
次
郎
、

品
川
梅
次
郎
(
長
崎
地
役
人
)

上
記
の
佐
藤
の
あ
げ
た
高
島
門
人
に
関
す
る
数
字
は
、
そ
の
実
態
を
裏
付
け
る
個
々
の
門

同
様
に
、
上
記
の
佐
藤
の
「
長
崎
御
役
所
附
が
一

O
人
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
、
筆

際会:.:1
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者
の
場
合
は
一
人
少
な
く
九
人
(
竹
内
卯
吉
郎
、
拓
植
長
次
郎
、
衣
橋
与
市
、
石
山
善
右
衛

門
、
高
須
昇
蔵
、
坂
東
孫
兵
衛
、
小
島
金
蔵
、
野
口
善
太
夫
、
小
野
道
之
助
)
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
「
代
官
江
川
英
竜
の
家
臣
一

O
人
」
に
付
い
て
も
、
筆
者
の
場
合
は
、
そ
れ
よ
り
一

人
少
な
い
九
人
(
岡
田
万
蔵
、
岩
島
千
吉
、
大
原
安
兵
衛
、
柏
木
荘
蔵
、
斉
藤
三
九
郎
、
斉

藤
弥
九
郎
、
山
田
熊
蔵
、
秋
山
粂
蔵
、
大
原
俊
七
)
で
あ
る
。
ま
た
、
下
曽
根
金
三
郎
(
信

敦
)
の
家
来
も
、
江
川
よ
り
も
少
な
い
四
人
(
出
谷
春
馬
、
大
木
藤
四
郎
、
尾
上
藤
之
助
、

野
口
勘
太
)
を
数
え
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
佐
藤
の
研
究
成
果
と
筆
者
の
そ
れ
と
の
聞
に
は
若
干
の
相
違
が
認
め
ら

れ
る
。
最
も
異
な
る
点
は
、
諸
藩
の
家
臣
に
関
し
て
で
あ
る
。
上
記
の
ご
と
く
佐
藤
は
、
帰

属
す
る
出
身
藩
名
の
明
ら
か
な
高
島
門
人
を
三

O
人
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
藩

別
の
内
訳
を
示
す
個
々
の
門
人
名
は
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
数
字
だ
け
を
あ
げ
て
簡
単

な
一
覧
表
に
表
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
数
字
の
内
容
、
す
な
わ
ち
各
藩
に

帰
属
す
る
個
々
の
藩
士
名
が
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
点
は
、
問
題
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
筆
者
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
藩
別
の
高
島
門
人
は
、
次
の
三
二
人

で
あ
る
。永

測
藤
五
郎
(
佐
賀
藩
家
臣
)
、
丹
羽
作
兵
衛
(
佐
賀
藩
家
臣
)
、
須
田
三
弥
助
(
大
村
藩
家

臣
)
、
井
下
彦
四
郎
(
岩
国
藩
家
臣
)
、
有
坂
牒
蔵
(
岩
国
藩
家
臣
)
、
有
坂
庶
助
(
岩
国
藩

家
臣
)
、
有
坂
淳
蔵
(
岩
国
藩
家
臣
)
、
村
上
定
平
(
田
原
藩
家
臣
)
、
市
川
貞
吉
(
高
崎
藩

家
臣
)
、
阿
倍
源
三
郎
(
庄
内
藩
家
臣
)
、
田
瀬
速
水
(
庄
内
藩
家
臣
)
、
塚
本
小
八
郎
(
広

島
藩
家
臣
)
、
瀧
田
岩
之
助
(
高
崎
藩
家
臣
)
、
牧
野
初
之
助
(
高
崎
藩
家
臣
)
、
牧
野
平
馬

(
高
崎
藩
家
臣
)
、
市
川
熊
男
(
高
崎
藩
家
臣
)
、
吉
井
七
郎
(
薩
摩
藩
家
臣
)
、
吉
川
英
臣

(
水
戸
藩
家
臣
)
、
田
土
部
六
右
衛
門
(
水
戸
藩
家
臣
)
、
関
根
伝
次
(
水
戸
藩
家
臣
)
、
久

保
忠
四
郎
(
水
戸
藩
家
臣
)
、
冨
山
岩
之
助
(
水
戸
藩
家
臣
)
、
金
子
竹
四
郎
(
水
戸
藩
家

臣
)
、
近
藤
彦
八
郎
(
水
戸
藩
家
臣
)
、
金
沢
求
馬
(
水
戸
藩
家
臣
)
、
藤
田
右
源
太
(
水
戸

藩
家
臣
)
、
秋
元
宰
助
(
浜
松
藩
家
臣
)
、
平
山
淳
左
衛
門
(
佐
賀
藩
家
臣
)
、
滝
田
錬
蔵
(
松

山
藩
家
臣
)
、
伊
東
清
(
松
山
藩
家
臣
)
、
馬
場
斧
三
郎
(
松
山
藩
家
臣
)
、
兼
松
繁
蔵
(
佐

倉
藩
家
臣
)

(
お
)

前
述
し
た
佐
藤
の
藩
別
高
島
門
人
一
覧
表
に
、
以
上
の
よ
う
な
筆
者
が
本
稿
で
析
出
し
え

た
門
人
三
二
人
の
藩
別
出
身
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
両
者
を
比
較
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
、
次

の
表
で
あ
る
。

研坂本究 研佐藤究

1 1 村大藩 9 8 水戸藩

1 1 松浜藩 5 4 崎高藩

1 1 E 。3 西尾藩

1 田原藩 4 3 岩藩国

1 1 
全Z州議土石
3 3 佐賀藩

1 1 佐倉藩 2 2 庄内藩

AにI、

備松藩中山32 30 3 1 

上
記
の
比
較
一
覧
表
に
よ
っ
て
、
両
者
の
分
析
結
果
の
相
違
点
が
、
い
つ
く
か
認
め
ら
れ

る
。
最
大
の
違
い
は
、
佐
藤
で
は
西
尾
藩
(
三
河
)
が
三
人
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

筆
者
の
場
合
は
当
該
藩
に
該
当
す
る
門
人
は
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
こ
の

相
違
は
、
「
御
留
守
居
松
平
内
匠
頭
家
来
」
を
、
ど
の
よ
う
な
人
物
と
解
釈
す
る
か
に
よ
っ

て
生
じ
て
い
る
。
佐
藤
は
、
こ
の
人
物
を
、
西
尾
藩
六
万
石
の
藩
主
「
松
平
乗
全
」
と
理
解

し
た
が
、
筆
者
の
場
合
は
、
同
じ
三
河
に
領
地
を
も
っ
旗
本
五
千
石
で
御
留
守
居
の
「
松
平

(
出
)

内
匠
頭
乗
譲
」
と
解
釈
し
た
。
こ
の
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
御
留
守
居
松
平
内
匠

頭
家
来
」
に
該
当
す
る
高
島
門
人
は
、
筆
者
が
確
認
し
え
た
の
は
工
藤
久
平
と
出
谷
春
馬
の

二
人
で
あ
り
、
佐
藤
の
示
し
た
三
人
目
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

五



お
わ
り
に

以
上
の
ご
と
く
、
一
八
四
二
(
天
保
十
二
)
年
五
月
に
、
武
州
徳
丸
原
で
高
島
秋
帆
が
幕

命
を
受
け
て
披
涯
し
た
西
洋
砲
術
・
西
洋
銃
陣
の
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
に
関
し
て

は
、
同
一
の
歴
史
的
事
実
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、
史
料
ご
と
に
門
人
や
門
人
名

の
記
載
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
史
料
は
、
管
見

の
限
り
で
の
五
点
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
関
係
史
料
が
存
在
す
る
可
能
性
は
あ

る
。
本
稿
で
は
、
す
で
に
周
知
の
既
知
史
料
四
点
の
内
容
の
吟
味
と
、
新
た
に
高
知
県
立
図

書
館
が
所
蔵
す
る
史
料
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
合
計
五
点
の
史
料
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
史
料
相
互
の
聞
の
相
違
点
の
解
明
や
、
か
な
り
の
部
分
の
参
加
門
人
の
確
定
を
み

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
五
点
の
史
料
を
比
較
分
析
し
て
も
、
な
お
、
当

日
、
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
の
全
体
を
完
全
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
五

点
の
史
料
の
全
て
に
共
通
に
記
載
さ
れ
て
い
る
門
人
は
、
高
島
父
子
を
含
め
て
、
次
の
八
十

二
人
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
、
参
加
人
員
の
全
体
を
九
十
九
人
と
す
れ
ば
約
八
十
三
%
、
土

佐
藩
史
料
の
九
十
五
名
が
正
し
い
と
し
て
も
約
八
十
六
%
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
口
彼
ら

が
、
当
日
の
操
練
に
参
加
し
た
門
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

る。

高
島
四
郎
太
夫
、
高
島
浅
五
郎
、
秋
元
宰
助
、
秋
山
粂
蔵
、
阿
倍
源
三
郎
、
荒
木
千
洲
、
有

坂
淳
蔵
、
市
川
熊
男
、
市
川
貞
吉
、
市
川
登
、
出
谷
春
馬
、
伊
東
清
、
井
上
孝
蔵
、
井
上
藤

作
、
衣
橋
与
市
、
岩
島
千
吉
、
上
原
司
馬
、
大
木
藤
四
郎
、
大
田
梁
平
、
大
原
俊
七
、
大
原

安
兵
衛
、
岡
田
万
蔵
、
小
川
正
左
衛
門
、
小
野
金
三
郎
、
尾
上
藤
之
助
、
加
藤
淳
太
夫
、
金

沢
求
馬
、
兼
松
繁
蔵
、
河
津
孝
之
助
、
北
川
庫
助
、
城
戸
治
八
、
木
下
勇
蔵
、
工
藤
久
平
、

久
保
忠
四
郎
、
久
米
井
安
蔵
、
小
島
金
蔵
、
小
林
文
蔵
、
近
藤
彦
八
郎
、
斉
藤
三
九
郎
、
斉

藤
助
之
進
、
斉
藤
兎
毛
、
斉
藤
弥
九
郎
、
品
川
梅
次
郎
、
須
田
三
弥
助
、
関
根
伝
次
、
高
木

茂
左
衛
門
、
高
須
昇
蔵
、
富
山
岩
之
助
、
拓
植
栄
之
助
、
拓
植
長
次
郎
、
竹
内
卯
吉
郎
、
田

瀬
速
水
、
谷
熊
次
郎
、
塚
本
小
八
郎
、
永
測
藤
五
郎
、
楢
林
嘉
平
、
楢
林
長
重
、
西
国
堅
吾
、

五

丹
羽
作
兵
衛
、
野
口
勘
太
、
野
口
善
太
夫
、
野
村
鎌
之
助
、
野
村
鉄
次
郎
、
馬
場
斧
三
郎
、

春
禎
助
、
伴
鉄
太
郎
、
坂
東
孫
兵
衛
、
平
山
淳
左
衛
門
、
福
田
秋
太
、
藤
田
右
源
太
、
堀
覚

蔵
、
牧
野
初
之
助
、
牧
野
平
馬
、
村
上
定
平
、
山
田
熊
蔵
、
山
本
鯵
三
郎
、
山
本
小
平
、
山

本
清
太
郎
、
横
川
喜
三
左
衛
門
、
吉
井
七
郎
、
吉
川
英
臣

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
関
係
史
料
の
比
較
検
討
作
業
を
通
し
て
、
最
も
誤
植
や
誤
記
が
目

立
ち
、
研
究
資
料
と
し
て
使
用
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
問
題
の
多
い
史
料
は
、
皮
肉
に
も
最

も
一
般
に
知
ら
れ
た
史
料
で
、
利
用
度
の
高
い
大
槻
如
電
編
『
新
編
洋
学
年
表
』
に
記
載
さ

れ
た
「
徳
丸
原
縦
隊
調
練
人
名
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
『
天

保
雑
記
」
所
収
の
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」
と
高
知
県
立
図
書
館
蔵

「
山
内
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
た
史
料
「
高
島
流
砲
術
」
と
は
、
史
料
的
な
正
確
性
と
信
頼
性

が
高
く
、
特
に
後
者
の
史
料
的
精
度
は
最
も
高
い
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
た
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
徳
丸
原
操
練
に
参
加
し
た
高
島
門
人
と
確
定
さ
れ
た
人
物
た

ち
が
、
そ
の
後
の
幕
末
期
の
中
央
・
地
方
に
お
い
て
、
軍
事
科
学
を
媒
介
と
し
た
洋
学
の
普

及
拡
大
化
に
関
わ
り
、
如
何
に
幕
末
維
新
期
の
日
本
近
代
化
に
貢
献
し
て
い
っ
た
か
。
彼
ら

の
活
動
の
軌
跡
に
関
し
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

議よ~.~:~ .~ 
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高
島
秋
帆
の
上
書
「
洋
砲
採
用
の
建
議
」
の
全
文
は
、
「
陸
軍
歴
史
」
の
「
巻
こ

(
勤
草
書
房
版
『
勝
海
舟
全
集
』
第
十
五
巻
、
六
ー
九
頁
に
所
収
)
。
な
お
、
『
天
保

雑
記
』
第
四
O
冊
に
は
高
島
自
身
の
原
文
に
近
い
毛
筆
書
き
全
文
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
同
建
議
書
の
中
で
、
高
島
は
、
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
諸
国
は
、
「
火
砲

並
び
に
戦
艦
の
便
利
を
以
て
武
備
第
一
の
事
に
相
定
め
、
砲
術
は
最
も
護
国
第
一
の

術
と
仕
り
、
専
ら
盛
ん
に
相
備
え
習
熟
仕
り
候
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
の
に
反
し

て
、
中
国
の
砲
術
は
「
児
戯
に
比
し
候
」
の
状
態
と
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は

朗
笑
し
て
い
た
と
述
べ
、
そ
れ
故
に
「
唐
国
大
い
に
敗
亡
に
及
、
び
、
イ
ギ
リ
ス
方
に

は
一
人
も
死
亡
も
こ
れ
無
き
趣
」
は
当
然
の
結
末
と
分
析
し
た
。
こ
の
ア
ヘ
ン
戦
争

の
顛
末
を
も
っ
て
他
山
の
石
と
な
し
、
わ
が
国
は
、
「
砲
術
の
儀
は
護
国
第
一
の
武

備
」
と
認
識
し
て
、
早
急
に
洋
砲
を
採
用
す
べ
き
旨
を
開
陳
し
た
の
が
、
高
島
秋
帆

で
あ
っ
た
。

(
2
)
 
幕
命
を
受
け
た
高
島
が
、
長
崎
を
出
立
し
て
江
戸
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
的
な

経
過
に
関
し
て
は
、
佐
藤
昌
介
「
洋
学
史
の
研
究
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
八

O

年
)
、
二
六
八
頁
を
参
照
。

高
島
が
幕
臣
に
新
規
召
し
抱
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
陸
軍
歴
史
」
巻
一

(
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
第
十
五
巻
、
二
二
頁
)
と
、
後
に
紹
介
す
る
『
天
保
雑
記
』

(
第
四
O
冊
、
七
四
頁
)
に
原
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
両
史
料
の
表
現
に
は
相

違
が
認
め
ら
れ
る
が
、
『
天
保
雑
記
』
の
方
が
日
付
や
文
面
に
関
し
て
詳
細
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
江
戸
到
着
後
で
徳
丸
原
操
練
前
の
三
月
二
十
二
日
付
で
、
「
格
別
出
精

相
勤
候
ニ
付
被
召
抱
諸
組
与
力
格
被
仰
付
其
身
一
代
限
御
扶
持
方
七
人
扶
持

被
下
候
長
崎
会
所
取
調
役
頭
取
相
勤
可
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

徳
丸
原
で
の
操
練
の
日
程
に
関
し
て
は
、
操
練
当
日
に
検
分
役
(
按
察
使
)
を
勤

め
る
幕
府
御
目
付
水
野
舎
人
か
ら
達
示
書
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
日
程
を
巡
っ
て
も

史
料
に
よ
り
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
「
陸
軍
歴
史
』
巻
一
(
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』

第
十
五
巻
、
一
四
頁
)
に
は
「
五
月
九
日
(
雨
天
に
候
え
ば
日
を
替
え
十
日
、
十
一

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 日

こ
と
あ
る
が
、
『
天
保
雑
記
』
第
四
O
冊
で
は
「
五
月
七
日
雨
天
ニ
候
得
バ
替

日
八
日
九
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
昭
和
戦
前

に
刊
行
さ
れ
た
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
』
(
昭
和
十
七
年
七
月
、
健
文
社
)
な
ど
、

そ
の
後
の
研
究
書
で
も
「
陸
軍
歴
史
』
の
方
の
史
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

佐
藤
昌
介
「
洋
学
史
の
研
究
』
、
一
九
八
O
年
、
中
央
公
論
社
)
、
二
ハ
頁
。

同
上
、
佐
藤
昌
介
「
洋
学
史
の
研
究
』
、
二
七
三
頁
の
注
記

(
8
)
。

『
国
史
大
辞
典
』
(
吉
川
弘
文
館
)
第
一

O
巻
を
参
照
。
な
お
、
『
増
補
大
日
本
地

名
辞
書
』
(
冨
山
房
、
一
九
七
O
年
)
の
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
た
項
目
「
徳
丸
原
、

新
風
土
記
、
荒
川
に
傍
り
東
の
方
、
志
村
の
原
に
続
け
り
、
古
は
概
し
て
赤
壁
に
属

せ
し
が
、
今
多
く
の
徳
丸
村
に
係
る
を
も
っ
て
徳
丸
原
と
呼
ぶ
。
東
西
十
三
丁
南
北

八
丁
余
、
火
術
を
学
ぶ
も
の
は
往
々
其
業
を
此
原
に
試
む
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
角

川
日
本
地
名
大
辞
典
』
(
角
川
書
底
、
一
九
七
八
年
)
に
は
「
徳
丸
原
は
赤
塚
六
か

村
の
入
会
原
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
四
年
以
降
、
幕
府
の
大
筒
試
射
の
調
練
場
と
な

り
、
村
民
ら
は
江
戸
か
ら
徳
丸
原
ま
で
の
御
用
人
足
に
徴
発
さ
れ
た
。
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
第
十

「
徳
丸
原
調
練
業
書
」
は
、
『
陸
軍
歴
史
』
巻
一

五
巻
、
二
三
|
二
六
頁
)
に
収
録
。

(
9
)

「
天
保
十
二
年
年
五
月
九
日
武
州
西
台
徳
丸
之
原
に
於
て
砲
術
業
書
(
実
演
結

果
報
告
こ
は
、
同
書
、
二
四
|
二
六
頁
に
収
録
。

(
叩
)
幕
府
鉄
砲
方
・
井
上
左
太
夫
「
徳
丸
原
火
術
見
分
の
概
況
上
申
」
は
、
同
書
、

二
六
|
二
三

O
頁
に
収
録
。

(
日
)
大
槻
如
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
』
、
柏
林
社
書
庖
、
一
九
二
七
年
。

(
ロ
)
向
上
、
大
槻
知
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
』
、
一
二
六
頁
に
記
載
。

(
日
)
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
』
、
(
健
文
社
、
一
九
四
二
年
)
。

(
日
)
「
天
保
十
二
年
五
月
九
日
於
武
州
徳
丸
原
西
洋
砲
術
業
書
」
は
、
向
上
の
遠
藤
早

泉
『
高
島
秋
帆
』
、
一
五
五
|
一
五
六
頁
に
収
載
。

(
日
)
徳
丸
原
で
の
砲
術
操
練
に
お
け
る
参
加
門
人
そ
の
他
の
「
部
署
並
に
見
分
の

五



役
々
」
と
い
う
史
料
は
、
向
上
の
遠
藤
早
泉
『
高
島
秋
帆
』
、

に
収
載
。

(
凶
)
「
高
島
秋
帆
翁
試
砲
子
江
府
図
記
」
は
、
向
上
の
遠
藤
早
泉
「
高
島
秋
帆
」
、
二

七
一
|
二
七
六
頁
に
収
載
。

(
口
)
『
天
保
雑
記
」
は
、
史
籍
研
究
会
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
第
三
十
二
巻
『
文

政
雑
記
・
天
保
雑
記
(
三
)
」
(
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
)
に
全
文
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。

(
国
)
史
料
「
天
保
十
二
年
五
月
九
日
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術
稽
古
業
書
」

は
、
向
上
の
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
第
三
十
二
巻
『
文
政
雑
記
・
天
保
雑
記

(
三
)
」
の
七
五
|
七
六
頁
に
、
同
じ
く
史
料
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島
流
砲
術

稽
古
業
書
」
は
、
同
書
の
八
O
|
八
二
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
天
保
雑

記
』
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
紹
介
が
、
『
文
政
雑
記
・
天
保
雑
記
ご
)
』
の
巻
頭
に

南
和
男
「
解
題
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
八
O
年
)
、
二
七
三
頁
の
注

記

(
8
)
。

(
却
)
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
」
(
中
央
公
論
社
、
一
九
八
O
年
)
、
三
二
ニ
頁
。

(
幻
)
前
掲
、
大
槻
如
電
編
『
新
撰
洋
学
年
表
』
、
一
一
工
ハ
頁
。

(
幻
)
佐
藤
昌
介
の
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
は
、
一
九
七
四
年
に
岩
波
書
庖
か
ら
刊
行
さ

れ
た
が
、
そ
の
六
年
後
に
続
編
と
な
る
『
洋
学
史
の
研
究
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九

八
O
年
)
が
出
版
さ
れ
た
。

(
お
)
向
上
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』
、
二
六
九
|
二
七
O
頁
。

(
剖
)
栗
原
隆
一
『
幕
末
日
本
の
軍
制
』
は
、
新
人
物
往
来
社
か
ら
一
九
七
二
年
に
刊

行。

(
お
)
前
掲
、
栗
原
隆
一
『
幕
末
日
本
の
軍
制
』
、
二
五

l
二
七
頁
。
な
お
、
福
地
源
一

郎
『
高
島
秋
帆
」
(
第
一
編
)
は
、
博
文
堂
か
ら
一
八
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
少
年

用
の
平
易
な
読
本
。

(
お
)
仲
田
正
之
『
韮
山
代
官
江
川
氏
の
研
究
」
は
、

一
五
四
l

一
六
七
頁

一
九
九
八
年
に
吉
川
弘
文
館
か
ら

五
四

刊
行
。

(
幻
)

(
お
)

向
上
、
仲
田
正
之
『
韮
山
代
官
江
川
氏
の
研
究
』
、
三
七
人
|
三
七
九
頁
。

佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
に
、
有
馬
成
甫
蔵
「
武
州
西
台
於
徳
丸
原
高
島

流
砲
術
稽
古
業
書
」
が
使
用
さ
れ
た
と
の
記
載
は
、
同
書
、
三
一
二
頁
の
注
記

(口)。

(
却
)
徳
弘
孝
蔵
と
そ
の
子
息
た
ち
が
遺
し
た
膨
大
な
量
の
土
佐
藩
「
徳
弘
家
資
料
」

は
、
現
在
、
高
知
市
民
図
書
館
の
所
蔵
。
こ
の
資
料
を
一
O
有
余
年
に
亘
っ
て
解
読

分
析
し
た
研
究
成
果
が
、
拙
著
『
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
』
(
高
知
市
民
図
書
館
よ

り
刊
行
、
二
O
O
四
年
三
月
)
で
あ
る
。

(
初
)
徳
弘
孝
蔵
自
筆
の
「
絵
入
り
書
簡
徳
丸
ヶ
原
ト
云
処
ヘ
」
と
い
う
史
料
は
、

(
「
徳
弘
家
資
料
」
の
中
の
「
年
譜
覚
書
等
史
料
」
(
史
料
番
号

f
書
簡
資
料
D
O
一

八
)
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
史
料
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
藩
士
二
人
の
内
の
一
人
は
徳
弘
孝
蔵
そ
の
人
に
間
違
い
な
く
、
残
る
も
う

一
人
の
「
野
村
」
と
記
さ
れ
た
藩
士
は
、
孝
蔵
と
同
役
の
御
持
筒
役
の
「
野
村
八
郎

右
衛
門
」
(
三
人
扶
持
切
米
八
石
、
後
に
白
札
に
昇
格
)
の
養
子
の
「
野
村
亀
四
郎
」

で
は
な
い
か
、
ま
た
「
弁
当
持
」
と
添
書
さ
れ
た
従
者
は
「
大
利
何
某
」
と
い
う
人

物
で
は
な
い
か
、
と
の
御
教
示
を
高
知
市
在
住
の
幕
末
史
研
究
者
の
松
田
智
幸
氏
よ

り
受
け
た
。

(
出
)
前
掲
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』
、
二
七
三
頁
の
注
記

(
8
)
。

(
詑
)
向
上
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』
、
二
六
九
|
二
七
O
頁
。

(
お
)
向
上
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』
、
二
六
九
頁
。

(
但
)
『
江
戸
幕
府
旗
本
人
名
事
典
』
(
原
書
房
、
一
九
八
九
年
)
第
四
巻
、
五
O
二
頁
。

同
頁
に
掲
載
の
「
松
平
(
大
給
・
三
河
)
・
寄
合
」
に
関
す
る
天
保
十
二
(
一
八
回

二
年
刊
の
『
昇
栄
武
鑑
』
に
は
、
「
松
平
内
匠
顕
乗
譲
五

0
0
0
石

濃
守
御
留
守
役
南
八
丁
目
堀
三
丁
目
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

父

信

議事ぜ;j
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追
記本
稿
を
纏
め
る
に
際
し
て
、
史
料
「
高
島
流
砲
術
」
(
「
山
内
文
庫
」
)
の
写
真
撮
影
や

本
誌
へ
の
掲
載
を
快
諾
さ
れ
た
高
知
県
立
図
書
館
、
及
び
関
連
資
料
の
提
供
な
ど
で
協
力

を
頂
い
た
高
知
市
民
図
書
館
に
は
、
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本
誌
の
官
頭
に
掲

載
し
た
「
新
法
火
術
図
高
島
秋
帆
(
舜
臣
)
図
写
本
(
彩
色
)
」
は
、
東
北
大
学
附

属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
狩
野
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
た
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
筆

者
か
ら
の
本
誌
へ
の
掲
載
依
頼
に
対
し
て
、
快
く
御
許
可
下
さ
れ
た
同
大
学
附
属
図
書
館

の
関
係
各
位
に
謹
ん
で
御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
平
成
十
六
年
二
月
に
出

版
し
た
拙
著
『
幕
末
洋
学
教
育
史
研
究
』
(
高
知
市
民
図
書
館
刊
、
高
知
県
出
版
文
化

賞
、
並
び
に
高
知
出
版
学
術
賞
を
受
賞
)
以
来
、
種
々
、
御
教
示
を
賜
っ
て
き
た
、
高
知

市
在
住
で
幕
末
史
研
究
家
の
松
田
智
幸
氏
に
は
、
今
回
も
ま
た
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
信
州
大
学
に
着
任
し
て
五
年
の
歳
月
が
流
れ
、
は
や
く
も
六
回
目

の
春
を
迎
え
た
。
着
任
以
来
、
毎
年
度
、
筆
者
個
人
で
研
究
室
か
ら
「
研
究
報
告
書
」
を

刊
行
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
、
本
誌
第
五
号
を
も
っ
て
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
た
。

平
成
十
八
年
度
は
、
信
州
大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
て
以
来
、
初
め
て
の
本
格
的
な

学
内
組
織
の
改
革
が
行
わ
れ
、
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
少
数
精
鋭
の
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ

れ
た
「
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
全
学
的
な
組
織
で
あ
る
「
全
学
教
育
機

構
」
(
学
部
扱
い
の
大
所
帯
)
に
所
属
が
変
更
と
な
る
。

ま
た
、
筆
者
自
身
の
研
究
面
に
お
い
て
も
、
本
誌
に
掲
載
し
た
論
文
を
も
っ
て
、
高
知

市
民
図
書
館
や
高
知
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
土
佐
藩
関
係
史
料
「
徳
弘
家
資
料
」
そ
の

他
の
、
幕
末
期
の
洋
学
史
関
係
史
料
を
用
い
た
研
究
が
一
段
落
す
る
。
前
述
の
拙
著
『
幕

末
洋
学
教
育
史
研
究
」
は
、
関
係
各
位
か
ら
好
評
を
賜
り
、
出
版
後
、
僅
か
一
年
有
余
の

短
期
間
で
、
初
版
を
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
一
応
、
著
者
と
し
て
の
責
任
を

全
う
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
安
堵
し
て
い
る
。
出
来
、
つ
れ
ば
、
筆
者
の
幕
末
洋
学
教

育
史
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
本
誌
掲
載
の
論
文
を
も
含
め
た
増
補
改
訂
版
を
、
近
い
内

に
刊
行
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
筆
者
が
四
十
年
近
く
前
に
出
会
っ
た
越
後
長
岡
藩
を
舞
台
と
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
米
百
俵
の
世
界
」
の
研
究
に
専
念
し
、
一
冊
の
学
術
研
究
書
(
仮
題
一
『
「
米
百
俵
」

の
思
想
世
界
|
日
本
近
代
化
と
象
山
門
人
・
小
林
虎
三
郎
の
教
育
的
軌
跡
|
」
)
と
し
て

出
版
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

五
五


